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第 回 本冊 p.4〜71

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 12　　　　⑵ 9

⑶ 
10
3

- 　　 ⑷ 
2
1

-

⑸ 130　　　   ⑹ -64

⑺-20　　　⑻ 
2
1

-

⑼ 1　　　　 ⑽-6

9個 

⑴ 22#7　　　　 ⑵ 2#32#5

⑴ 5a-b（枚）　　⑵ 23

⑴-12x　　　　⑵-15a+4

⑶ 15x-10

⑷ 
x

x
10

3 17
10
3

10
17+

+d n

⑴ 5y-x=90　　⑵ a+3b>8

⑴ 20人　　　　  ⑵ 42人

1

2

3
4
5

6
7

⑴　-2-(-5)+(-3)2=-2+5+9=12

⑵　-4+8'2-(-9)=-4+4+9=9

⑶　
10
7

5
2

10
7

5
2

- - - =- +d n

　　　　　　　　  
10
7

10
4

=- +
10
3

= -

1
⑷　

⑸　(-5)#13#(-2)=13#(-5)#(-2)

　　　　　　　　　 =13#10=130

4
1

3
12
5

6
1

4
1

4
5

2
1

4
1

4
5

4
2

2
1

#- - = - +

= - +

= -

d n

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 12　　　⑵ 

⑴-10　　⑵ 17　　
⑶ 4　　 　⑷-5

 

⑴-　 a　　 ⑵ 2x+7

⑶ 13a-22　　⑷ 
x

x
12

5 11
12
5

12
11+

+d n

⑴ x=4y　　　⑵ a+2b<1000

問１
2
3

問２

問３
4
1

問４

数の計算，文字式

⑴　7-(-5)=7+(+5)=12

⑵　

⑴　5#(-3)-20'(-4)=-15-(-5)

　　　　　　　　　　　 =-15+5 =-10

⑵　7-(3-8)#2=7-(-5)#2

　　　　　　　  =7-(-10)

　　　　　　　  =7+10=17

⑶　(-4)2+6#(-2)=16+(-12)=4

⑷　12
3
1

4
3

12
3
1

12
4
3

# # #- = -d n

　　　　　　　　=4-9=-5

⑴　 a a a
2
1

4
3

2
1

4
3

- = -d n

問１

10
9

5
3

10
9

3
5

2
3

' #- - = - -

=

d d d dn n n n

問２

問３

　　　　　　 a
4
2

4
3

= -d n a
4
1

= -

⑵　(5x+6)-(3x-1)=5x+6-3x+1

　　　　　　　　　  =2x+7

⑶　4(7a-3)-5(3a+2)

　=28a-12-15a-10

　=13a-22

⑷　

⑴　道のり=速さ#時間　だから，
　　x=4#y　よって，x=4y

⑵　 おとな 1人，子ども 2人の入館料の合
計は，a#1+b#2=a+2b（円）

　　これが 1000円より安いので，
　　a+2b<1000

x x x x

x x

x
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4
3
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+
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=

+ - +

=
+ - -

=
+

] ]g g

問４
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⑴　 x x9
4
3

9
3
4

' #- = -d dn n=-12x

⑵　 a
6
5

9
2

18#- -d ]n g

　 a
6
5

18
9
2

18# #= - - -] ]g g

　=-15a+4

⑶　7(3x-4)-3(-6+2x)

　=21x-28+18-6x=15x-10

⑷　 x x
5
1

4 1
2
1

3+ - -] ]g g

　 x x
10

2 4 1 5 3
=

+ - -] ]g g

　 x x x
10

8 2 5 15
10

3 17
=

+ - +
=

+

　（別解）

　　 x x
5
1

4 1
2
1

3+ - -] ]g g

　 x x x
5
4

5
1

2
1

2
3

10
3

10
17

= + - + = +

⑴　出しあったお金は 5y円だから，
　　5y-x=90

⑵　全体の重さは，a+3b（kg）
　　これが 8 kgより重いから，a+3b>8

⑴　 表から，人数が最も多い日は，基準との
差が+13人の金曜日，人数が最も少な
い日は，基準との差が-7人の火曜日で
ある。

　　 よって，(+13)-(-7)=+20より，
　　金曜日は火曜日より 20人多い。
⑵　基準との差の平均は，
　　｛(+5)+(-7)+(+2)+(-3)+(+13)｝'5

　=(+10)'5

　=+2

　　 基準を 40人としているので，5日間の
お客の人数の平均は，40+2=42（人）

5

6

7

⑹　

⑺　3#(1-5)-23=3#(-4)-8

　　　　　　　　 =-12-8=-20

⑻　

⑼　 .
3
1

0 5
6
1

3
1

2
1

6' #- - = - -d d d ]n n n g

　　　　　　　　　　  
3
1

6
2
1

6# #= - - -] ]g g

　　　　　　　　　  　=-2+3=1

⑽　2#(-5)2+(2-32)#8

　=2#25+(2-9)#8

　=50+(-7)#8

　=50-56=-6

絶対値が 4.2になる数は，-4.2と+4.2

-4.2から+4.2の間にある整数は，
-4，-3，-2，-1，0，1，2，3，4

の 9個である。

素因数分解は，自然数を素数だけの積で表す
こと。

⑴　　　　　　　　⑵　

　　28=22#7　　　　  90=2#32#5

⑴　 a人に 5枚ずつ配るのに必要な色紙は，
　　5a枚である。
　　b枚たりないから，5a-b（枚）
⑵　5-6x の xに-3を代入する。
　　5-6x=5-6#(-3)

　　  　　=5+18

　　  　　=23
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・数学全
ぜん

般
ぱん

の基本となる分野。入試では基
き

礎
そ

力を確かめる小問として出題されるので，かならず得点
できるようにたくさん問題にふれておきましょう。
・数量の関係を式で表す問題では，等式なのか不等式なのか，また，不等式であれば不等号は何が正
しいのかに注意して，式をつくりましょう。
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第 回 本冊 p.8〜112

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ x=　　⑵ x=-6　⑶ x=-1　

⑷ x=25　⑸ x=5　　⑹ x=4

⑺ x=10　⑻ x=3

⑴ x=32　⑵ x=
3
7

⑶ x=20　⑷ x=9

a=5

箱　15個　　トマト　164個
1200 m

兄　84枚　　弟　28枚
38人　

 

1
3
2

2

3
4
5
6
7

⑴　 2x-1=5-7x

　　2x+7x=5+1　　9x=6　　 x
3
2

=

⑵　6(4x+3)=5(3x-8)+4

　　 24x+18=15x-40+4

　　24x-15x=-36-18

　　　　　9x=-54　　　x=-6

1
⑶　 x x

2
3

6
1

3
2

1- = -

　　両辺に分母の公倍数 6をかけて，
　　9x-1=4x-6　　5x=-5　　x=-1

⑷　 x x
9

2 5
6

1
1

-
-

-
=

　　両辺に分母の公倍数 18をかけて，
　　2(2x-5)-3(x-1)=18

　　　 4x-10-3x+3=18　　　x=25

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ x=-3　⑵ x=7

⑶ x=6　　⑷ x=-5

⑴ x=-2　⑵ x=-4
 

80円
16分後
⑴ x=4　⑵ x=8
 

問１

問２

問３
問４
問５

一次方程式

⑴　7x+9=x-9

　　7x-x=-9-9　　6x=-18　　x=-3

⑵　2x-13=6x-41

　　2x-6x=-41+13　-4x=-28　 x=7

⑶　4(2x+1)=5x+22

　　　 8x+4=5x+22　　3x=18　　x=6

⑷　3(x-3)=8(x+2)

　　  3x-9=8x+16　　-5x=25　 x=-5

両辺に適当な数をかけて，分数や小数を整
数になおしてから解く。

⑴　 x x
2 5

3 4
1-

-
=

　　両辺に分母の公倍数 10をかけて，
　　5x-2(3x-4)=10

　　　 5x-6x+8=10　　　x=-2

⑵　0.25x-0.4=0.1x-1

　　両辺に 100をかけて，
　　25x-40=10x-100

問１

問２

　　　　15x=-60　　　x=-4

ノート 1冊の値段を x円とすると，
1600-3x=4(500-2x)

1600-3x=2000-8x

　　　5x=400　　　　　x=80

この解は問題にあっている。
よって，ノート 1冊の値段は，80円
Bさんが出発して x分後にAさんに出会
うとすると，Aさんが歩いた時間は
(x+3)分だから，
60(x+3)+80x=2000

両辺を 20でわると，
3(x+3)+4x=100

  3x+9+4x=100

  　　　　7x=91　　　x=13

この解は問題にあっている。
よって，13+3=16　　16分後
⑴　10：x=5：2　　5x=20　　x=4

⑵　9：6=12：x　　9x=72　　x=8

問３

問４

問５
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 　-2x=-30　　　　x=15

この解は問題にあっている。
箱が 15個だから，トマトの個数は，
10#15+14=164

よって，箱　15個　　トマト　164個
家と郵便局の間の道のりを x mとすると，

x x
80

5
60

40+ + =

両辺に分母の公倍数 240をかけると，
3x+1200+4x=9600

　　　　　7x=8400　　　x=1200

この解は問題にあっている。
よって，家と郵便局の間の道のりは 1200 m

はじめに弟が持っていたカードの枚数を x

枚とすると，兄は 3x枚と表される。
兄から弟へ 12枚カードを渡

わた

したあと，
弟は（x+12）枚，兄は（3x-12）枚となるの 

で，
(3x-12)：(x+12)=9：5

　　　  5(3x-12)=9(x+12)

　　　　 15x-60=9x+108

　　　　　　　6x=168　　　　x=28

この解は問題にあっている。
よって，兄　84枚　　弟　28枚
クラスの人数を x人とする。
1人 300円ずつ集めると 2600円足りないの
で，必要な材料費は (300x+2600)円，1人
400円ずつ集めると 1200円余るので，必要
な材料費は (400x-1200)円と表される。ど
ちらの表し方でも材料費は等しいから，
300x+2600=400x-1200

両辺を 100でわって，
3x+26=4x-12　　x=38

この解は問題にあっている。
よって，クラスの人数は 38人

5

6

7

⑸　0.9x-5=0.2x-1.5

　　両辺に 10をかけて，
　　 9x-50=2x-15　　7x=35　　x=5

⑹　0.12x+1=0.3x+0.28

　　両辺に 100をかけて，
　　12x+100=30x+28

　　　 -18x=-72　　　x=4

⑺　60x=300(x-8)

　　両辺を 60でわって，
　　x=5(x-8)

　　x=5x-40　-4x=-40　　x=10

⑻　700x-2400=400x-1500

　　両辺を 100でわって，
　　7x-24=4x-15　　3x=9　　x=3

⑴　x：12=8：3　　3x=96　　x=32

⑵　7：6=x：2　　6x=14　　 x
3
7

=

⑶　8：(x-2)=4：9

　　　4(x-2)=72

　　　  4x-8=72　　4x=80　　x=20

⑷　3：x=4：(x+3)

　　　4x=3(x+3)

　　　4x=3x+9　　　x=9

方程式は，解を代入したときに成り立つ。

8x-a=ax+7 に x=4 を代入すると，
32-a=4a+7　　-5a=-25　　　a=5

箱の個数を x個とする。
トマトを 1箱に 10個ずつ入れると 14個はいら
ないので，トマトの個数は　(10x+14)　個
トマトを 1箱に 12個ずつ入れると 12個はいる
箱は (x-2)個で，トマトが残り 8個あるので，
トマトの個数は　12(x-2)+8　（個）
どちらの表し方でもトマトの個数は等しいから，
10x+14=12(x-2)+8

10x+14=12x-24+8

2

3

4

・一次方程式の問題は小問として出題される場合が多いので，手際よく解きましょう。
・一次方程式はその解きやすさから，数学的な見方や考え方を重視する図形や関数，規則性の問題な
どの総合問題としてもよく出題されるので，方程式のつくり方を理解しておきましょう。
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第 回 本冊 p.12〜153

ス
テ
ッ
プ

２

比例　㋒　　反比例　㋑　　　
⑴ y=3x　　⑵ y=-10　

⑶ y
x
16

= 　⑷ y=12

① y x
3
2

=    ② y
x
12

=-

⑴-4≦y≦8　⑵ 4≦y≦16

180 cm2

式　 y
x

900
= 　　変域　10≦y≦18

ⅰ 4　　　　　ⅱ y
x

144
=

1
2

3

4
5

6

7

㋐　y=x2　　　　　   ㋑　 y
x
20

= 　：反比例

㋒　y=2rx　：比例　㋓　y=10-x

⑴　比例定数を aとすると，y=ax

1

2

　　x=4 のとき y=12 だから，
　　12=a#4　　　a=3　　　y=3x

⑵　比例定数を aとすると，y=ax

　　x=-9 のとき y=6 だから，

　　6=a#(-9)　   a
3
2

=- 　   y x
3
2

=-

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 　　　　　⑵ 

右の図
a=18

式　 y
x

300
= 　　時間　20分

  

問１ y x
3
5

= y
x
20

=-

問２
問３

問４

⑵⑴

⑷
⑶

⑶

⑷

y

x
O

5

5－5

－5

比例・反比例

⑴　比例定数を aとすると，y=ax

　　x=6 のとき y=10 だから，

　　10=a#6　　a
3
5

= 　　 y x
3
5

=

⑵　比例定数を aとすると， y
x
a

=

　　x=-4 のとき y=5 だから，

　　 a
5

4
=- 　　a=-20　　 y

x
20

=-

⑴　x=1 のとき y=-2#1=-2

　　グラフは原点と点 (1，-2)を通る直線。

⑵　x=2 のとき y
2
3

2 3#= =

　　グラフは原点と点 (2，3)を通る直線。
⑶　

⑷　

問１

問２

x … -4 -2 -1 0 1 2 4 …
y … -1 -2 -4 # 4 2 1 …

x …-6-3-2-1 0 1 2 3 6 …
y … 1 2 3 6 # -6-3-2-1…

①に x=6 を代入すると，

y
2
1

6 3#= = 　　よって，P(6，3)

点 P(6，3)は②のグラフ上の点でもあるか
ら，②に x=6，y=3 を代入して，

a
3

6
= 　　a=18

水そうを満水にするのにかかる時間 y（分）
は，1分間あたりに入れる水の量 x（L）に
反比例するから，比例定数を aとすると，

y
x
a

= 　x=12 のとき y=25 だから，

a
25

12
= 　　a=300　　 y

x
300

=

1分間に 15 Lの割合で水を入れたときの
満水になる時間 y（分）は，求めた式に  

x=15を代入して，y=
15
300

=20　 20分

問３

問４
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O
x

x

y
y=

32

82

4

16

厚紙の重さ (y g)は，面積 (x cm2)に比例する。
比例定数を aとすると，y =ax

この厚紙の面積は，20#30=600(cm2)

x=600 のとき y=240 だから，

240=a#600　　a
5
2

= 　　 y x
5
2

=

星の形の図形の重さが 72 gのときの面積は，

y=72 を代入すると，　 x72
5
2

= 　　x=180

よって，星の形をした図形の面積は，180 cm2

道のり =速さ#時間 だから，分速 60 mで
15分歩いたときの道のりは，60#15=900(m)

この道のりを分速 x mで歩くときにかかる
時間を y分とすると，時間=道のり'速さ  

だから，式は y
x

900
=

x=50 のとき， y
50
900

18= =

x=90 のとき， y
90
900

10= =

よって，yの変域は，10≦ y≦ 18

1秒間に回転する数（y回）は，歯数 (x)に反
比例する。歯車 Pが 6回転するとき進む
歯数は，　　24#6=144

よって，歯車 Qは，144'36=4

4回転することがわかる。

比例定数を aとすると， y
x
a

=

歯車 Qは歯数が 48のとき，1秒間に 3回転
するから，x=48，y=3 を代入して，

a
48

3= 　　a=144　　 y
x

144
=

5

6

7

　　これに，x=15 を代入すると，

　　y=
3
2

15#- =-10

⑶　比例定数を aとすると， y
x
a

=

　　x=-4 のとき y=-4 だから，

　　 a
4

4
- =- 　　a=16　　 y

x
16

=

⑷　比例定数を aとすると， y
x
a

=

　　x=3 のとき y=-8 だから，

　　 a
8

3
- = 　　a=-24　　 y

x
24

=-

　　これに，x=-2 を代入すると，y=12

①　原点と点 (3，2)を通る直線だから，
　　比例定数を aとすると，y=ax

　　x=3 のとき y=2 だから，

　　2=a#3　　a
3
2

= 　　 y x
3
2

=

②　点 (2，-6)を通るなめらかな曲線だから，

　　比例定数を aとすると， y
x
a

=

　　x=2 のとき y=-6 だから，

　　 a
6

2
- = 　　a=-12　　 y

x
12

=-

⑴　x=-3 のとき，

　　 y
3
4

3 4#= - =-] g

　　x=6のとき，

　　 y
3
4

6 8#= =

　　よって，yの変域は，
　　-4≦ y≦ 8

⑵　x=2 のとき， y
2
32

16= =

　　x=8 のとき， y
8
32

4= =

　　よって，yの変域は，4≦ y≦ 16

3

4

O
x

y
y= x

8

-3

-4

6

3
4

・1組の x，yの値
あたい

から，比例の式，反比例の式を求める問題の出題率は高いので，手際よく解ける
ようにしましょう。
・いろいろなグラフの組みあわせや，図形とからめた総合問題はよく出題されるので，グラフ上の点
の座標や，線分の長さ，面積などは求められるようにしておきましょう。
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第 回 本冊 p.16〜194

ス
テ
ッ
プ

２

⑴

⑵

 

⑴ 周の長さ　10r+12(cm)

　 面積　30r cm2

⑵ 45r cm2

⑴ (4，1)　　⑵ (2，-3)

⑴ 10 cm　　 ⑵ 56r cm2

⑴ 39r cm2　  ⑵ 36r cm3

 

1

O

A B

C

2

3
4
5
6

D

HG

⑴　次の手順で作図する。
　　①適当な 2つの弦

げん

をひく。
　　② それぞれの垂直二等分線を作図し，その

交点を Oとする。
⑵　次の手順で作図する。

1
　　① 正三角形の作図を利用して ∠A=60°  

の角をつくる。
　　②①の角の二等分線をひく。
　　③点 Bを通る直線ABの垂線をひく。
　　④②，③の直線の交点を Cとする。
⑴　 半径 18 cmで中心角 60°のおうぎ形の弧2

ス
テ
ッ
プ

１

 

弧
こ

の長さ　8r cm　　面積　40r cm2

54r cm2

⑴ 面 S　　　⑵ 面 Q，T

表面積　84 cm2　　体積　36 cm3

 

問１

OA

l

問２
問３
問４
問５

平面図形，空間図形

次の手順で作図する。
①半直線 OAをひく。
② Aを中心とする円をかき，OAとの交点を

B，Cとする。
③ B，Cをそれぞれ中心として，等しい半径
の円をかき，その交点を Qとする。

④直線AQをひき，これを ℓとする。

（弧の長さ）=2#r#10#
360
144

=8r(cm)

（面積）=r#102#
360
144

=40r(cm2)

半径を r cmとすると，弧の長さは 9r cmだ
から，比例式を使って解くと，
9r：(2r#r)=135：360　　　  r=12

問１

問２

問３

よって， 面積は，r#122#
360
135

=54r(cm2)

（別解）　　2rr#
360
135

=9r　　r=12

展開図を組み立てる。

P Q

T
R S

U

P
T

R

S

B
U A

Q

表面積は，（底面積）#2+（側面積）
で求められる。

2
1
#3#4#2+6#(3+4+5)=84(cm2)

体積は，
2
1
#3#4#6=36(cm3)

問４

問５
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⑵　 頂点 Cと対応する点を C’とすると，C’

は半直線 CO上にあり，C’ O=CO とな
る点である。その点の座標は，(2，-3)

⑴　 色をつけた円 Oの半径を r cmとすると，
円
えん

錐
すい

は，色をつけた円の上を 1周しても
との位置にもどるまでに 2.5回転するか
ら，2rr=2#r#4#2.5　　r=10(cm)

⑵　 頂点 Oを中心とす
る円の半径 10 cm

は，円錐の母線の長
さでもあるから，円
錐を展開したとき
の側面のおうぎ形の中心角を x°とする
と， (2r#4)：(2r#10)=x：360

　　これを解くと，x=144°

　　よって，r#42+r#102#
360
144

=56r(cm2)

⑴　 1回転させた図形は，半球と円柱をあわ
せた立体になる。

　　半径を rとすると，
　　（球の表面積）=4rr2

　　（球の体積）=
3
4

rr3

　　4r#32#
2
1

+2r#3#2+r#32=39r(cm2)

⑵　
3
4

r#33#
2
1

+r#32#2=36r(cm3)

 展開図にそれぞれ頂点を書き加えると，下の
図のようになる。

DC

B

B

A

A

F

F

B

F

E

EHG

4

4 cm

10 cm

5

3 cm

2 cm

6

の長さと，半径 12 cmで中心角 60°のおう
ぎ形の弧の長さ，また，長さ 6 cmの線分
2本を合計した長さが，色のついた部分の
周の長さとなる。

　　2#r#18#
360
60

+2#r#12#
360
60

+6#2

　=6r+4r+12=10r+12(cm)

　　 半径 18 cmで中心角 60°のおうぎ形から，
半径 12 cmで中心角 60°のおうぎ形をひい
た分が色のついた部分の面積となる。

　　r#182#
360
60

-r#122#
360
60

　=54r-24r=30r(cm2)

⑵　 右の図において，
ア，イの面積を  

くらべると，
　　ア-ウ=イ-ウ
　　 つまり，半径  

18 cmで中心角  

50°のおうぎ形の面積を求めればよい。

　　r#182#
360
50

=45r(cm2)

図形の移動は全部で 3つある。
①平行移動
　　 平面上で，図形を，一定の方向に，一定

の長さだけずらして移すこと。
②回転移動
　　 平面上で， 図形を， 1つの点 Oを中心と

して，一定の角度だけまわして移すこと。
③対

たい

称
しょう

移動
　　 平面上で，図形を，1つの直線 ℓを折り

目として，折り返して移すこと。

⑴　右へ 6，下へ 2平行移動する。
　　頂点 Cに対応する点の x座標は，
　　-2+6=4

　　y座標は，3-2=1　　よって，(4，1)

A B9 cm

ア

イ

ウ

B′

3

・図形分野の基本として，作図・ねじれの位置，表面積と体積のうち少なくとも 1つはよく出題され
るので，しっかりと理解しておきましょう。
・作図と証明の融

ゆう

合
ごう

，平面と直線の位置関係と体積の融合，三平方の定理と表面積・体積の融合など，
広く図形の総合問題として出題されます。表面積と体積の計算は欠かせないものなので，ミスなく
計算できるようにしておきましょう。
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第 回 本冊 p.20〜235

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 5x+2y　　⑵ 

⑶-a　　　 ⑷ 30xy3

⑴ y=
x

2
6-

 　 　⑵ a=3m-2b

2倍
解説を参照。
 

⑴ (x，y)=(-1，2)　⑵ (x，y)=(18，8)

歩いた道のり　1500 m

走った道のり　500 m

38

6月の可燃ごみ　228 kg
6月のプラスチックごみ　57 kg
（計算の過程は，解説を参照。） 

1 a b
6

7 +

2

3
4

5
6

7
8

⑴　 x y x y6
3
2

2
1

4
1

4 20- + +d ]n g1

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 4x-5y　　⑵ 9a-2b

⑶ 2b　　　　  ⑷-6xy

m，nを整数として，偶
ぐう

数
すう

は 2m，奇
き

数
すう

は 2n+1 と表される。2数の和は，
2m+(2n+1)=2m+2n+1

　　　　　  =2(m+n)+1

m+n は整数であるから，

2(m+n)+1 は奇数である。
よって，偶数と奇数の和は奇数になる。
⑴ (x，y)=(4，5)　
⑵ (x，y)=(3，-2)

⑶ (x，y)=(2，-1)　
⑷ (x，y)=(3，6)

3人の班　12班　　5人の班　8班

問１

問２ 問３

問４

式の計算，連立方程式

⑴　7x-4y-(3x+y)=7x-4y-3x-y

　　　　　　　　　  =4x-5y

⑵　2(3a+5b)+3(a-4b)

　=6a+10b+3a-12b=9a-2b

⑶　4a#3b2'6ab=
ab

a b
6

4 3 2#
=2b

⑷　9x2y' xy
4
3

-d n#
2
1

y=-
xy

x y y
3 2

9 42

#
# #

　　　　　　　　　　　　=-6xy

⑴　
 　　　　……①

 　 　　　　……②
　　②を①に代入して，4x-3(2x-3)=1

　　これを解くと，4x-6x+9=1 -2x=-8

　　x=4　　x=4 を②に代入して，y=5

　　よって，(x，y)=(4，5)

⑵　
 　　　　 ……①

 　 　　　 　……②
　　①-②　　-7y=14　　y=-2

　　y=-2 を①に代入して，3x+4=13

　　x=3　　よって，(x，y)=(3，-2)

⑶　
 　　　 　……①

 　 　　　 　……②

問１

問３ x y

y x

4 3 1

2 3

- =

= -
)

x y

x y

13 2 3

3 5 1

- =

+ =-
)

x y

x y

3 14 0

5 2 8

- =

+ =
)

　　②#2　　10x+4y=16　……②’

　　①+②’　　13x=26　　x=2

　　x=2 を①に代入して，6-4y=10

　　y=-1　　よって，(x，y)=(2，-1)

⑷　
 　　　　……①

 　 　　　　……②
　　①#3　　21x-6y=27　……①’

　　②#2　　16x-6y=12　……②’

　　①’-②’　　5x=15　　x=3

　　x=3 を①に代入して，21-2y=9

　　y=6　　よって，(x，y)=(3，6)

3人の班が x班，5人の班が y班あるとす
る。
生徒数は 76人だから，
3x+5y=76　……①
ごみ袋

ぶくろ

を 3人の班には 1枚，5人の班には
2枚配ると，28枚必要だから，
x+2y=28　 ……②
①，②を連立方程式として解くと，
(x，y)=(12，8)　
この解は問題にあっている。
よって，3人の班は 12班，5人の班は 8班

x y

x y

27 9

8 3 6

- =

- =
)

問４
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⑵　
 　　　……①

   　　　……②

　　②#12　　2x-3y=12　……②'

　　①#2-②'　　-y=-8　　y=8

　　y=8 を①に代入して，x-16=2

　　x=18　　よって，(x，y)=(18，8)

歩いた道のりを x m，走った道のりを y m

とすると，2 km=2000 m だから，
  　　　　　　　
 　 　　　

これを解くと，(x，y)=(1500，500)　
この解は問題にあっている。
よって，歩いた道のりは 1500 m，走った道
のりは 500 mである。
もとの整数の十の位の数字を a，一の位の数
字を bとすると，もとの整数は 10a+b，数
字を入れかえた数は 10b+a と表される。

条件から， 
a b

b a a b

3 2 25

10 10 45

+ =

+ = + +] g
)

これを解くと，(a，b)=(3，8)

この解は問題にあっている。
よって，もとの整数は 38

6月の可燃ごみの排
はい

出
しゅつ

量を x kg，6月のプラ
スチックごみの排出量を y kgとする。
可燃ごみについて，6月は 5月より 33 kg減
少，プラスチックごみについて，6月は 5月
より 18 kg増加していたことより，
合わせた排出量について，6月は 5月より，
33-18=15（kg）減少していたことがわかる。
問題文の条件と合わせると，
  x+y=0.95(x+y+15)　　
  x=4y　　　　　　　　　
これを解くと，(x，y)=(228，57)

この解は問題にあっている。
よって，6月の可燃ごみの排出量は 228 kg，
6月のプラスチックごみの排出量は 57 kg

x y
x y

2 2

6 4
1

- =

- =
*

6

x y
x y

2

6

000

0 100
30

+ =

+ =
*

7

8

)

　=4x-3y+x+5y=5x+2y

⑵　

⑶　18a2b'6a'(-3b)=
a b

a b
6 3
18 2

#
- =-a

⑷　(-6xy)2'
5
4

x#
3
2

y

　=36x2y2#
x4
5

#
y
3
2

=30xy3

⑴　x+2y=6 の xを移
い

項
こう

して，2y=6-x

　　両辺を 2でわると， y
x

2
6

=
-

⑵　m=
a b

3
2+

 の両辺を 3倍して，左辺と右

　　辺を入れかえると，a+2b=3m

　　2bを移項して，a=3m-2b

底面の半径を rとする。
円柱の高さは 2rだから，表面積は，
2r#2rr+rr2#2=6rr2

円
えん

錐
すい

の母線の長さは 2rだから，表面積は，

r#(2r)2#
r

r
2 2

2
#r
r

+rr2=3rr2

よって，6rr2'3rr2=2 より，2倍
3つの数のうち，もっとも小さい数を nとする
と，他の 2つの数は n+1，n+8 と表される。
3つの数の和は，
n+(n+1)+(n+8)=3n+9=3(n+3)

n+3 は整数より，3(n+3)は 3の倍数である。
よって，囲んだ 3つの数の和は 3の倍数になる。

⑴　
 　　　　　　　……①

 　 　　　　　　　……②
　　②を整理すると，2x-3y=-8　……②'

　　①+②'#2　　9x=-9　　x=-1

　　x=-1を①に代入して，y=2

　　よって，(x，y)=(-1，2)

a b a b a b a b

a b a b

a b

3
2

2 6
2 2 3

6
4 2 3 3

6
7

-
+

+
=

- + +

=
- + +

=
+

] ]g g

2

3

4

5
x y

x y x y

5 6 7

4 2 8

+ =

- = - -] g
)

・文字式の計算を利用して，整数や図形の性質を説明させる出題傾
けい

向
こう

が UP。最終的に何を示せばよ
いかを考えて，そこに導けるような式をつくりましょう。
・連立方程式を利用して解く文章題では，最後に「問題にあっている」かの確認を忘れずに !
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第 回 本冊 p.24〜276

ス
テ
ッ
プ

２

⑴-8　　　⑵-1≦y≦5

⑴ y=4x-5　

⑵① y=-
5
3

x+3　　② y= x
3
2

3
5

-

⑶ c=-4

A(4，6)　　△ABC=36

⑴ y= x
2
3

2
33

- +

⑵

⑴ a=40　  ⑵ 10時 45分　　⑶ 10時 28分
 

1
2

3

4

y

x
105

5

O

5

ス
テ
ッ
プ

１

 

y=-　  x-1

(3，-2)　
23 cm

 

問１ y

xO

⑴⑵

⑶

5

5

－5

－5

問２
2
3

問３
問４

一次関数

⑴　傾
かたむ

き 3，切片 6の直線。

⑵　傾き-
2
1 ，切片 3の直線。

⑶　yについて解くと，y=-2

方程式 y=k のグラフは，
点（0，k）を通り，x軸

じく

に平行な直線。

直線 y=ax+b （a：傾き，b：切片）

2点 (2，-4)，(-4，5)を通るから，

傾き aは，a
4 2

5 4
2
3

=
- -
- -

=-
] g

 であり，

y=-
2
3

x+b

グラフは，点 (2，-4)を通るから，

-4=-
2
3
#2+b　　b=-1

問１

問２

よって， y x
2
3

1=- -

連立方程式 
y x

y x
3
2

4

2 4

= -

=- +
*  を解くと，

交点の座標は，(3，-2)

y=ax+b　(0≦ x≦ 60) とすると，
x=15 のとき y=18 だから，18=15a+b

x=30 のとき y=21 だから，21=30a+b

これを連立方程式とみて解くと，

(a，b)=
5
1

15，d n

よって，y=
5
1

x+15

x=40のとき，y=
5
1
#40+15=23

よって，ばね全体の長さは 23 cmになる。

問３

問４

⑴　変化の割合=
x
y
の増加量
の増加量

 より，

　　 （yの増加量）=（変化の割合）#（xの増加量）
　　変化の割合は-2だから，-2#4=-8

⑵　 傾きが負だから，グラフは右下がりの直線
になり，xの値

あたい

が増加すると，yの値は減

1

少する。
　　x=-3のとき y=5， x=6のとき y=-1

　　よって，yの変域は，-1≦ y≦ 5

⑴　 傾きは 4に等しいから，求める直線の式
を y=4x+b とする。  

点 (2，3)を通るから，

2
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　　点 Pが辺 BC上にあるとき，4≦ x≦ 7

　　 このとき，底辺ADに対する高さは一
定で 4 cmだから，

　　y=
2
1
#3#4=6

⑴　20分で 800 m進んだから，800'20=40

　　よって，分速 40 mだから，a=40

⑵　 Bさんのグラフを表すと，下のようになる。

0 10 20 30 40 50
x（分）

（m）

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

y Bさん Aさん

　　 グラフを読みとると，Aさんと Bさん
が出会ったあと，2人の距

きょ

離
り

が 1000 m

になるのは，10時 45分とわかる。
⑶　 Cさんのグラフを表すと，下のようになる。

0 10 20 30 40 50
x（分）

（m）

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

y Cさん Aさん

　　 Cさんのグラフの直線の式は，傾きが
100なので，

　　y=100x+b とおける。
　　点 (20，0)を通るから，
　　0=100#20+b　　b=-2000

　　よって，y=100x-2000

　　 CさんがAさんに追いついたのは，グ
ラフより，P地点から 800 mのところ
だから，

　　800=100x-2000　100x=2800　x=28

　　よって，10時 28分

5

　　3=8+b　　 b=-5　　よって，y=4x-5

⑵　グラフから傾きを読みとる。

　　①　傾き-
5
3 ，切片 3より，y x

5
3

3=- +

　　②　傾きは 
3
2

　　　　 切片はグラフから読みとれないので，

直線の式を，y=
3
2

x+b とする。

　　　　点 (4，1)を通るから，

　　　　1=
3
8

+b　　　b=-
3
5

　　　　よって， y x
3
2

3
5

= -

⑶　直線ABの傾きは，
0 6

2 2
3
2

- -
- -

=-
] g

　　 B(0，-2)より，切片は-2とわかるから，

この直線の式は，y=-
3
2

x-2

　　この直線上に点 C(3，c)があるので，
　　c=-2-2=-4

交点Aの座標は，連立方程式

y x

y x
2
1

4

2 2

= +

= -
*  を解いて，(x，y)=(4，6)

△ABCの面積は，①と y軸の交点を Dとする
と，△ADC+△BDCで求められる。
C(0，-2)，D(0，4)より，CD=6 なので，

△ABC=
2
1
#6#4+

2
1
#6#8=36

⑴　 7≦ x≦ 11のとき，点 Pは辺 CD上にある。
　　DP=4+3+4-x=11-x(cm)

　　よって，△PAD=
2
1
#3#(11-x)

　　　　　　　　   y x
2
3

2
33

=- +

⑵　点 Pが辺AB上にある場合，0≦ x≦ 4

　　このとき，AP=x cmだから，

　　y=
2
1
#3#x=

2
3

x

3

4

・2直線と x軸または y軸に囲まれた三角形（または 3直線に囲まれた三角形）の面積に関する問題が
よく出されます。交点の座標を正しく出せるようにしておきましょう。
・文章題は，時間と料金，動点と図形の面積，ばねののび，速さなどの題材が頻

ひん

出
しゅつ

！
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第 回 本冊 p.28〜317

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 68°　⑵ 95°　⑶ 27°　⑷ 56°
BC=EF　3組の辺が，それぞれ等しい。
∠A=∠D

2組の辺とその間の角が，それぞれ等しい。
△ABCで，∠A=∠B=∠Cならば，

AB=BC=CAである。
正しい。
　解説を参照。
△ACE，△ACF，△DCF

解説を参照。 

1
2

3

4〜6
7
8

⑴　

　　△ACO，△DBOの外角∠AODについて，
　　45°+60°=37°+∠x

　　　　  ∠x=68°
⑵　 次の図のように，ℓ，mに平行な直線 a，b

をひくと，同じ印をつけた角の大きさは等
しい。

1 A

C

45°

60° O x

37°

B

D

　　〇=180°-125°=55°
　　●=80°-55°=25°
　　#=70°
　　よって，∠x=25°+70°=95°

l

125°
80°

70°
x

a

b

m

⑶　AB=AC より，
　　∠BAC=180°-42°#2=96°
　　AB=BD より，

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 110°　　　
⑵ 55°
2組の辺とその間の角が，それぞれ等
しい。
BDは∠ABCの二等分線だから，
∠ABD=∠DBC　……①

AD'BCより，錯
さっ

角
かく

は等しいから，
∠ADB=∠DBC　……②
①，②から，∠ABD=∠ADB

2つの角が等しいので，
△ABDは二等辺三角形である。
平行四辺形

問１

問２

問３
問４

図形の性質と証明

⑴　 ∠xの頂点を通り，  

ℓ，mに平行な直線 n

をひくと，
　　 ℓ'n で，同位角が等

しいから，∠a=65°
　　n'm で，錯角が等しいから，∠b=45°
　　よって，∠x=65°+45°=110°
⑵　五角形の内角の和は，
　　180°#(5-2)=540°
　　∠CDE+90°+120°+105°+100°=540°
　　∠CDE=125°
　　よって，∠x=180°-125°=55°
△BCEと△DCFで，

l

m

n a
b

45°

65°問１

問２

四角形ABCD，ECFGは正方形であるか
ら，
BC=DC　……①，CE=CF　……②
∠BCE=∠DCF　(=90°)　……③
①，②，③より，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいから，△BCE≡△DCF

6ABCDの対角線は，それぞれの中点で
交わるので，AO=CO　……①
　　　　　　BO=DO　……②
仮定から， 　BE=DF　……③
②，③から，EO=FO　……④
①，④から，四角形AECFは，対角線が
それぞれの中点で交わるから，平行四辺形
である。

問４
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　　仮定から，∠BAF=∠DCE　……①
　　AB'DC より，錯角は等しいから，
　　∠ABF=∠CDE　……②
　　平行四辺形の向かいあう辺は等しいから，
　　AB=CD　……③
　　 ①，②，③より，1組の辺とその両

りょう

端
たん

の
角が，それぞれ等しいので，

　　△ABF≡△CDE

⑵　△ABF≡△CDE より，
　　 合同な図形では，対応する辺の長さはそ

れぞれ等しいから，AF=CE　……①
　　 合同な図形では，対応する角の大きさは

それぞれ等しいから，
　　∠AFB=∠CED　……②
　　 ②から，錯角が等しいので，
　　AF'EC　……③
　　 ①，③から，1組の向かいあう辺が，平

行でその長さが等しいので，四角形
AECFは平行四辺形である。

DC'AEから，△ADE=△ACE

EF'ACから，△ACE=△ACF

AD'FCから，△ACF=△DCF

よって， △ADE=△ACE=△ACF=△DCF

△ADFと△BFEで，
6ABCDより，AD'BC で同位角は等し
いので，
∠DAF=∠FBE　……①
6ABCDより，AD=BC

仮定より，BC=BF だから，
AD=BF　……②
また，AF=BF-AB，BE=BC-CE

仮定より，AB=CE，BC=BF だから，
AF=BE　……③
①，②，③より，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，△ADF≡△BFE

7

8

　　∠BAD=∠BDA

　　　　　 =(180°-42°)'2=69°
　　よって，∠x=96°-69°=27°
⑷　平行四辺形の向かいあう角は等しいから，
　　∠ADC=70°
　　∠ADF=70°-36°=34°
　　△ADFで，∠x=180°-(34°+90°)=56°
2組の辺がそれぞれ等しいから，あと，「残り
の辺も等しい」または「その間の角も等しい」
が加われば，合同になる。
あることがらの仮定と結論を入れかえたものを，
そのことがらの逆という。
あることがらが正しいとき，その逆はかならず
しも正しいとはかぎらない。
（例）　 「2つの整数 a，bで，a>0，b>0 ならば，

ab>0 である。」
　　　逆： 「2つの整数 a，bで，ab>0 ならば，

a>0，b>0 である。」
　　　は正しくなく，反例は，a=-1，b=-2

△PABと△QABで，
円Aの半径より，PA=QA　……①
円 Bの半径より，PB=QB　 ……②
共通な辺より，AB=AB　　  ……③
①，②，③より，3組の辺が，それぞれ等しい
ので，△PAB≡△QAB

△DBMと△ECMで，
仮定から，∠MDB=∠MEC=90°……①
BM=CM　……②，MD=ME　……③
①，②，③より，直角三角形の斜

しゃ

辺
へん

と他の 1辺
が，それぞれ等しいので，△DBM≡△ECM

合同な図形では，対応する角の大きさはそれぞ
れ等しいので，∠DBM=∠ECM

つまり，∠ABC=∠ACB

2つの角が等しいので，△ABCは二等辺三角
形である。
⑴　△ABFと△CDEで，

2

3

4

5

6

・角の大きさを求める小問がよく出題されます。平行線によって等しくなる角がないか，また，三角
形の内角だけでなく外角にも注目することがポイントです。
・三角形の合同を示す証明問題，平行四辺形になることを示す証明問題が多いので，それぞれの証明
問題の書き方に慣れておきましょう。
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第 回 本冊 p.32〜358

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 2a-3b　　　　⑵-2x+6y-8

⑴ 2xy-x-6y+3

⑵ 2a2-7ab+3b2+4a-2b

⑶ x2-5x-36　　
⑷ x2+4xy+4y2

⑸ a2-a+
4
1 　　

⑹ 9x2-16y2

⑴ 5x-4　　　　 ⑵ 1

⑴ 4ab(2a-5b)　　
⑵ (2x+5)(2x-5)

⑶ (y-10)2　　
⑷ (3x+4)2

⑴ (x+1)(x+6)　
⑵ (x-5)(x-8)

⑶ (x-4)(x+5)　
⑷ (a+1)(a-10)

⑸ 6(a+3)(a-3)

⑹ 2(x-2)(x+7)

解説を参照。
① 6　　② 12　　③ 36

 

1
2

3
4

5

6
7

⑴　(6a2b-9ab2)'3ab=
ab
a b

ab
ab

3
6

3
92 2

-

　　　　　　　　　   =2a-3b

1
⑵　 x xy x

x
3 4

2
2 '- + -] dg n

　 x
x

xy
x

x
x

2
3

2
4

22# # #= - - - + -d d dn n n

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 6x-15y　　　⑵ 6a2-ab-2b2

⑴ x2+7x-18

⑵ x2-10x+21

⑶ a2-10a+25

⑷ 4x2-1

⑴ 2m(a-3b+2c)　
⑵ (x+2y)(x-2y)

⑶ (x+6)2　　　
⑷ (x-4)(x+6)

⑴ 420　　　　　⑵ 2496

問１
問２

問３

問４

式の展開と因数分解

⑴　　 わる単
たん

項
こう

式
しき

が分数の形をしているとき
は，その逆数を考えて，乗法になおす。

　　(4x2-10xy)'
3
2

x

　=(4x2-10xy)#
x2
3

　= x
x

xy
x

4
2
3

10
2
32# #-

　=6x-15y

⑵　(2a+b)(3a-2b)

　=2a(3a-2b)+b(3a-2b)

　=6a2-4ab+3ab-2b2

　=6a2-ab-2b2

⑴　(x-2)(x+9)

　=x2+(-2+9)x+(-2)#9

　=x2+7x-18

⑵　(x-3)(x-7)

　=x2+(-3-7)x+(-3)#(-7)

問１

問２

　=x2-10x+21

⑶　(a-5)2=a2-2#a#5+52

　　　　　=a2-10a+25

⑷　(2x+1)(2x-1)=(2x)2-12=4x2-1

⑴　2am-6bm+4cm

　=2m#a-2m#3b+2m#2c

　=2m(a-3b+2c)

⑵　x2-4y2=x2-(2y)2

　　　　　 =(x+2y)(x-2y)

⑶　x2+12x+36=x2+2#x#6+62

　　　　　　　  =(x+6)2

⑷　 積が-24，和が+2となる 2数は，  

-4と 6

　　x2+2x-24=(x-4)(x+6)

⑴　382-322=(38+32)(38-32)

　　　　　  =70#6=420

⑵　52#48=(50+2)(50-2)

　　　　　=502-22

　　　　　=2500-4=2496

問３

問４
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　　-5と-8

　　x2-13x+40=(x-5)(x-8)

⑶　積が-20，和が+1となる 2数は，
　　-4と 5

　　x2+x-20=(x-4)(x+5)

⑷　積が-10，和が-9となる 2数は，
　　1と-10

　　a2-9a-10=(a+1)(a-10)

⑸　まず，共通因数である 6をとり出す。
　　6a2-54=6(a2-9)

　　次に，かっこの中を因数分解する。
　　6a2-54=6(a2-9)

　　　　　 =6(a+3)(a-3)

⑹　まず，共通因数である 2をとり出す。
　　2x2+10x-28=2(x2+5x-14)

　　次に，かっこの中を因数分解する。
　　積が-14，和が+5となる 2数は，
　　-2と 7

　　2x2+10x-28=2(x2+5x-14)

　　　　　　　　=2(x-2)(x+7)

道のまん中を通る半円の半径は，r+a だか
ら，その弧

こ

の長さ ℓは，

ℓ=
2
1
#2r(r+a)=rr+ra

これより，2aℓ=2rar+2ra2

よって，S=2aℓ

bは aの 6日後だから，b=a+6

cは aの 12日後だから，c=a+12

と表せる。
b2-ac=(a+6)2-a(a+12)

　　  =a2+12a+36-a2-12a

　　  =36

よって，b2-acはつねに 36となる。

6 S r a r

r ar a r

ar a

2
1

2
2
1

2
1

4 4
2
1

2 2

2 2

2 2 2

2

r r

r r

r r

= + -

= + + -

= +

]

]

g

g

7

　=-2x+6y-8

⑴　(x-3)(2y-1)=2xy-x-6y+3

⑵　(2a-b)(a-3b+2)

　=2a2-6ab+4a-ab+3b2-2b

　=2a2-7ab+3b2+4a-2b

⑶　(x+4)(x-9)

　=x2+(4-9)x+4#(-9)

　=x2-5x-36

⑷　(x+2y)2=x2+2#x#2y+(2y)2

　　　　　  =x2+4xy+4y2

⑸　

⑹　(3x-4y)(3x+4y)=(3x)2-(4y)2

　　　　　　　　　   =9x2-16y2

⑴　(x+2)(x-2)-x(x-5)

　=x2-4-(x2-5x)

　=x2-4-x2+5x

　=5x-4

⑵　(x-8)2-(x-7)(x-9)

　=x2-16x+64-(x2-16x+63)

　=1

⑴　8a2b-20ab2=4ab#2a-4ab#5b

　　　　　　　 =4ab(2a-5b)

⑵　4x2-25=(2x)2-52

　　　　　 =(2x+5)(2x-5)

⑶　y2-20y+100=y2-2#y#10+102

　　　　　　　  =(y-10)2

⑷　9x2+24x+16

　=(3x)2+24x+42

　=(3x)2+2#3x#4+42

　=(3x+4)2

⑴　積が+6，和が+7となる 2数は，
　　1と 6

　　x2+7x+6=(x+1)(x+6)

⑵　積が+40，和が-13となる 2数は，

2

a a a

a a

2
1

2
2
1

2
1

4
1

2
2

2

2

# #- = - +

= - +

d dn n

3

4

5

・式の展開や因数分解は，小問集合でかならずと言ってよいほど出題されます。また，近年，式の計
算を利用して，整数の性質の証明や，計算術の説明を記述させる問題も増えています。
・乗法の公式と因数分解の問題をたくさん解くことで，慣れておくことが大切です。入試で時間をか
けすぎないようにしましょう。
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第 回 本冊 p.36〜399

ス
テ
ッ
プ

２

⑴!6　⑵ ○　⑶ 5　⑷
⑴ 5 2- ，-7， 4 3-

⑵ 
5
3 ，

5
3 ，

5
3

⑴ 2 26　⑵ 6 7

⑴ 18 2 　⑵ 5　⑶ 3-

⑷ 　　 　⑸ 7　⑹ 

⑴ 3 3 　⑵ 4 5 2- 　⑶ 3　⑷ 16

⑴ n=2，6，7

⑵① 26.46　② 0.441

⑶ 1

⑴ 3，4，5　⑵ N=15　 

1 2

2

3

4

3 5 9 4 2+

5
6

7

⑴　正の数と負の数の 2つあるから，!6

⑵　 7 7 72 2- = =_ _i i 　○

⑶　 5 5 52 2- = =] g

⑷　 18 8 3 2 2 2 2- = - =

⑴　7 49= ，5 2 5 2 502#= = ，

　　4 3 4 3 482#= =

　　50>49>48だから，5 2 7 4 3> >

1

2

　　よって， 5 2 7 4 3， ，- - -

⑵　 　分母を 5にそろえ，分子の大小でく
　　　らべる。

　　
5
3

5
9

=

　　
5
3

5

3

5 5

3 5
5
15

#

#
= = =

　　3<9<15だから，
5
3

5
3

5
3， ，

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 　　　 ⑵!0.7　⑶ 

⑴ 4 17< 　⑵ 2 5>- -

⑴ 3 　　  ⑵ 6 15

 

⑴ 　　　　　　 ⑵ 

⑴ 2 5 　　　  ⑵ 5 6

⑴ 2 5 2- 　⑵ 1 2 3+

⑶ 3　　　　　  ⑷ 6

問１
3
2

! .0 1!

問２
問３

問４
7
14

2
3

問５
問６

平方根

⑴ 
3
2

9
42

=d n ，
3
2

9
42

- =d n  だから，
3
2

!

⑵ (0.7)2=0.49，(-0.7)2=0.49だから，!0.7

⑶　根号を使って表す。 .0 1!

⑴　4= 16  で，16<17だから， 16 17<

　　よって， 4 17<

⑵　2= 4  で，4<5だから， 4 5<

　　よって， 2 5>- -

⑴　 6 10 5' #

　
10

6 5
10

6 5
3

# #
= = =

⑵　 20 27#

　 2 5 3 3 2 3 5 3 6 15# # # #= = =

⑴　
7

2

7 7

2 7
7
14

#

#
= =

問１

問２

問３

問４

⑵　
12

3

2 3

3
=

　　  
2 3 3

3 3
6

3 3
2
3

# #

#
= = =

⑴　 5 20 45- +

　= 5 2 5 3 5 2 5- + =

⑵　 24
6

18
2 6

6 6

18 6

#

#
+ = +

　 2 6
6

18 6
2 6 3 6 5 6= + = + =

⑴ 2 10 1 20 2 2 5 2- = - = -_ i

⑵　 3 3 4 3 2- +_ _i i

　 9 6 3 4 3 8 1 2 3= + - - = +

⑶　 7 2 7 2 7 4+ - = - =_ _i i 3

⑷　 6 2 6 3- +_ _i i 6 6 6 6= + - =

問５

問６
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　 2 2 2 1 3 2 6 6 2= + + - - + -_ i

　 3 2 2 2 2= + - = 3

⑷　 10 6
5

20 32- +_ i

　 10 2 10 6 6 4 15#= - + +

　 16 4 15 4 15= - + = 16

⑴　 n n n88 12 4 22 3 2 22 3- = - = -] g

　　 だから，22-3n=（自然数）2 になればよい。
　　22-3n=12 のとき，n=7

　　22-3n=22 のとき，n=6

　　 22-3n=32 のとき，これを満たす自然
数 nはない。

　　22-3n=42 のとき，n=2

　　 これ以降は nの値
あたい

が負の数になるので，
問題にあわない。よって，n=2，6，7

⑵　① .700 10 7 10 2 646#= = = 26.46

　　②
6 7

7

6 7 7

7 7
6
7

#

#
= =

　　　　　　= 7 '6=2.646'6=0.441

⑶　x2-6x+5=(x-1)(x-5)

　　x= 5 +3を代入すると，

　　　 5 3 1 5 3 5+ - + -_ _i i

　　= 5 2 5 2+ -_ _i i=5-4=1

⑴　求める整数を aとすると，
　　 a7 31< <  より，7<a2<31

　　よって， aにあてはまる整数は，3，4，5

⑵　たとえば，N=2のとき，2≦ n <3 より，
　　 4≦ n<9 だから，n=9-4=5（個）と求

めることができる。
　　よって，N≦ n ＜ N+1より，
　　N 2≦ n＜ (N+1)2だから，
　　　  (N+1)2-N 2=31

　　N 2+2N+1-N 2=31　2N=30　 N=15

6

7

⑴　　　　　 

⑵　　　　　 

⑴　 54 12#

　 3 6 2 3#= 3 32 6# # #=

　 6 3 2 18 2#= =

⑵　 30 42 35' #

　
42

30 35
5 5

#
#= = =5

⑶　 48 2 27 3- +

　 4 3 6 3 3 3= - + = -

⑷　 80
5

10
5- +

　 4 5
5 5

10 5
5

#

#
= - +

　 4 5 2 5 5 3 5= - + =

⑸　 10 3 10 3 10 3+ - = - =_ _i i 7

⑹　 22 1 2+_ i 8 4 2 1 9 4 2= + + = +

⑴　 21 12 37# '-

　 21 7
3

12
#= - 3 7 7

3 3

12 3
# #

#

#
= -

　 7 3 4 3 3 3= - =

⑵　 10 8 5 32- +_ i

　 10 2 2 5 4 2= - +_ i

　 10 2 2 10 5 4 2# #= - +

　 2 20 2 5 5 4 2# #= - +

　 4 5 5 2 4 2 4 5 2= - + = -

⑶　 2 1 6 2 3 12+ - + -_ _ _i i i

3 )
)
)

2
2

1

2

04
52
26
13

　 104

2 2 132# #=

2 26=

)
)
)
)

2
2

3

252
126
63
21
7

3

　 252

2 3 72 2# #=

6 7=

4

5

・小問の 1つとして，計算問題，大小，式の値，  を整数にする条件などはよく出題されるので，
手際よく解きましょう。
・平方根は，二次方程式，とくに解の公式，関数 y=ax2，三平方の定理では欠かせないものです。

 の中を簡単な数にする変形，四則計算は，十分に学習しておきましょう。
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第 回 本冊 p.40〜4310

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ x=!　　 　　　⑵ x=-2!

⑶ x=-4，7　　　  ⑷ x=0，
3
2

⑸ x=6　　　　　　⑹ x=1，-6

⑺ x=
2

3 3 5!- 　⑻ x=
2
5 ，1

⑴ x=4　　　　　　⑵ x=-2，9

⑶ x=5，7　 　　　⑷ x=-3，1

a=3　　もう 1つの解　x=5

縦　6 m　　横　11 m

P(8，5)

12番目
 

1
3
2

2 3
2

3
4
5
6

⑴　9x2-4=0　　x2=
9
4 　　 x

3
2

!=

⑵　2(x+2)2-24=0

　　　　 (x+2)2=12

　　　 　　x+2=!2 3  x 2 2 3!=-

⑶　x2-3x-28=0　
　　左辺を因数分解すると，

1

　　(x+4)(x-7)=0　　x=-4，7

⑷　3x2-2x=0

　　左辺を因数分解すると，

　　x(3x-2)=0　　 x 0
3
2，=

⑸　x2-12x+36=0

　　左辺を因数分解すると，
　　(x-6)2=0　　　　x=6

⑹　6-5x=x2

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ x=!4　　　 ⑵ x=!

⑶ x=3!2 2 　⑷ x=2，-4

⑴ x=3，6　　    ⑵ x=-2，8

⑶ x=0，3　　　　 ⑷ x=-5

⑴ x
2

5 13!
=

- 　⑵ x=2，-
4
1

7 cm 

問１
5
10

問２

問３

問４

二次方程式

⑴　3x2-48=0　　x2=16　　　x=!4

⑵　5x2-2=0

　　　　 x x
5
2

5
22 != =  x

5
10

!=

⑶　(x-3)2-8=0

　　　    (x-3)2=8

　　　　  x-3= 2 2! 　　 x 3 2 2!=

⑷　(x+1)2-9=0

　　　 (x+1)2=9

　　　　  x+1=!3　　x=2，-4

⑴　x2-9x+18=0

　　左辺を因数分解すると，
　　(x-3)(x-6)=0　　x=3，6

⑵　x2-6x-16=0

　　左辺を因数分解すると，
　　(x+2)(x-8)=0　　x=-2，8

⑶　x2=3x

　　x2-3x=0

問１

問２

　　x(x-3)=0　　　x=0，3　
⑷　x2+10x+25=0

　　　　  (x+5)2=0　　x=-5

解の公式を使って解く。
⑴　a=1，b=5，c=3 の場合。

 x
2 1

5 5 4 1 3
2

5 132

#
! # # !

=
- -

=
-

⑵　a=4，b=-7，c=-2 の場合。

　　 x
2 4

7 7 4 4 22

#
! # #

=
- - - - -] ] ]g g g

　　   
8

7 81
8

7 9! !
= =  x 2

4
1，= -

もとの正方形の 1辺の長さを x cmとする
と，　　(x+2)(x-3)=36

　　　 　 x2-x-42=0

　　　 (x+6)(x-7)=0　　x=-6，7

xは辺の長さだから，x=-6 は問題にあ
わない。x=7は問題にあっている。
よって，正方形の 1辺の長さは，7 cm

問３

問４
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横 x+5-1=x+4(m) 

の長方形になるから，
(x-1)(x+4)=50

   x2+3x-54=0

(x-6)(x+9)=0　　x=6，-9

x>0 より，x=-9 は問題にあわない。
x=6 のとき，横の長さは 6+5=11(m)より，
これは問題にあっている。
よって，縦 6 m　横 11 m

点 Qの x座標を tとおくと， P t t
2
1

1， +d n

OQ=t，PQ=
2
1

t+1 になるから，

2
1
#t# t

2
1

1+d n=20

　　　 
4
1

t2+
2
1

t=20

　　　  t2+2t-80=0

　　 (t-8)(t+10)=0　　t=8，-10

t>0 より，t=-10 は問題にあわない。
t=8 のとき，点 Pの y座標は 5となり，こ
れは問題にあっている。よって，P(8，5)

n番目の正方形をつくるときに必要な白のタ
イルの枚数は n2枚，タイルの総数は，
(n+2)2枚と表せる。
これより，n番目に必要な黒のタイルの枚数
は，（タイルの総数）-（白のタイルの枚数）で
求められるから，
(n+2)2-n2=4n+4（枚）　と表せる。
白のタイルの枚数が，黒のタイルの枚数より
92枚多くなるから，
　n2-(4n+4)=92

　 n2-4n-96=0

(n+8)(n-12)=0　　n=-8，12

n>0 より，n=-8 は問題にあわない。
n=12 は問題にあっている。
よって，12番目

1 m

1 m

5

6

　　x2+5x-6=0

　　(x-1)(x+6)=0　　x=1，-6

⑺　 解の公式で，a=1，b=3，c=-9 の場合

だから， x
2 1

3 3 4 1 92

#
! # #

=
- - -] g

　　　　　　　
2

3 45
2

3 3 5! !
=

-
=

-

⑻　 解の公式で，a=2，b=-7，c=5 の場合

だから， x
2

7 4 2 5
2

7 2

#
! # #

=
- - - -] ]g g

　　　　　　   
4

7 9
4

7 3! !
= =  x

2
5

1，=

⑴　5x2-40x+80=0　　
　　    x2-8x+16=0

　　　　  (x-4)2=0　　x=4

⑵　(x+3)(x-6)=4x　
　  　x2-7x-18=0　
　　(x+2)(x-9)=0　　x=-2，9

⑶　(x+1)(x-1)=12(x-3)

　　 x2-12x+35=0

　　(x-5)(x-7)=0　　x=5，7

⑷　(x+2)2-2(x+2)-3=0

　　x+2=M とおくと，M 2-2M-3=0

　　(M+1)(M-3)=0　　Mをもとにもどして，
　　(x+2+1)(x+2-3)=0

　　(x+3)(x-1)=0　　x=-3，1

方程式は，解を代入したときに成り立つ。

x2-ax-10=0 に x=-2 を代入すると，
(-2)2-a#(-2)-10=0

2a-6=0　よって，a=3

このとき，方程式は，x2-3x-10=0

これを解くと，(x+2)(x-5)=0　　x=-2，5

よって，もう 1つの解は，x=5

縦の長さを x mとすると，横の長さは，
(x+5)mと表せる。残った花だんを次の図の
ように集めると，縦 (x-1)m，

2

3

4

・方程式を解く問題は，右辺を 0にする変形が必要なものが多いので，見極めて解きましょう。文章
題は，答えを求めるまでの過程も問われる記述式が増えているので，解の確かめまで行いましょう。
・関数のグラフと図形との総合問題で，解く手段として二次方程式が使われることがあるため，二次
方程式のつくり方を理解しておきましょう。
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第 回 本冊 p.44〜4711

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ y=　　　　  ⑵ y=-27

⑶ 

⑷-27≦y≦0　⑸-16 

a=

A
3
4

9
16，d n

⑴ y= x
100
1 2　 ⑵ 49 m

⑴ y= x
2
1 2　　 ⑵ 2 3 秒後と 9秒後

⑴ y=　　+5　⑵ 

 

1 x
5
2 2

-5

10

y

5

5
x

O

2
3
2

3

4

5

6 x
4
3

3
10

3
20，d n

⑴　比例定数を aとすると，y=ax2

　　x=-5 のとき y=10 だから，

　　10=a#(-5)2　　a=
5
2 　　 y x

5
2 2=

⑵　比例定数を aとすると，y=ax2

　　x=2 のとき y=-12 だから，
　　-12=a#22　　a=-3　　y=-3x2

　　これに，x=-3 を代入すると，
　　y=-3#(-3)2=-27

⑶　 x座標，y座標ともに整数になる対応を調

1
べると，次のようになる。
　

⑷　x=-6 のとき，y=-
4
3
#(-6)2=-27

　　 この関数のグラフは，yの値は，x=0  

のとき最大，x=-6 のとき最小になる。
　　よって，-27≦y≦0

⑸　
1 3

4 1 4 3
2
322 2# #

- - -
- - -

=
-

=
]

] ]

]g

g g

g
-16

y=ax2 の変化の割合を aを使って表すと，

x … -6 -4 -2 0 2 4 6 …
y … 9 4 1 0 1 4 9 …

2

ス
テ
ッ
プ

１

y=

① ㋑　② ㋒　③ ㋐
 

⑴-18≦y≦0　⑵-14

秒速 35 m

 

問１ x
3
2 2-

問２

問３
問４

関数 y=ax2

比例定数を aとすると，y=ax2

x=-6 のとき y=-24 だから，

-24=a#(-6)2　　a=
3
2

-  y x
3
2 2=-

①，②は x軸
じく

の上側にあるから，関数の比
例定数は正で，㋑，㋒
グラフの開き方は，①の方が小さいから，①
の関数の方が比例定数の絶対値は大きい。
よって，①は㋑，②は㋒，③は㋐
⑴　x=3 のとき，y=-2#32=-18

問１

問２

問３

　　 この関数のグラフは，
　　次の図の放物線の実線
　　部分で，yの値

あたい

は，
　　x=0 のとき最大，
　　x=3 のとき最小になる。
　　よって，-18≦ y≦ 0

⑵　x=2 のとき y=-2#22=-8

　　x=5 のとき y=-2#52=-50

　　
x

y
変化の割合

の増加量

の増加量=  より，

　　
3

50 8
3
42- - -

=- =
] g

-14

5 5
4 3

4 32 2# #
-
-

=35　　　秒速 35 m

y

xO 3－1

－2

－18

問４
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　　8≦x≦12のとき，

　　y=
2
1
#4#(12-x)

　　  =24-2x

　　よって，

　　24-2x=6　　-2x=-18　　x=9

　　したがって， 92 3 秒後と 秒後

⑴　Aは y= x
2
1 2  上の点だから，

　　x=4 のとき，y=
2
1
#42=8

　　よって，A(4，8)

　　線分 OBの中点が Dだから，D(0，5)

　　 よって切片 5より，A，Dを通る直線の

傾きを aとすると，8=4#a+5 a=
4
3

　　したがって，y=
4
3

x+5

⑵　△OAB=
2
1
#10#4

　　　　 　=20

　　 四角形ABCEの
面積が△OABの

面積の 
2
1

 である

から，
　　四角形ABCE=△OEC=10　　となる。
　　 A，Oを通る直線の式は，y=2x

　　 点 Eの x座標を tとすると，直線AO

上の点だから，E(t，2t)　　よって，

　　△OEC=
2
1
#6#t=10

　　3t=10　　t=
3
10

　　したがって，E
3
10

3
20，d n

A B

D
Q

P C

6

y

x

C
D E

A

B

ア

O

a a a
4 2

4 2
2

122 2# #
-
-

= =6a

一次関数 y=4x-3 の変化の割合は一定で，4

2つの関数の変化の割合が等しいので，

6a=4　　 a
3
2

=

四角形ABDCは正方形だから，AB=AC で
ある。Aの x座標を aとすると，
A(a，a2)，B(-a，a2)より，AB=a-(-a)=2a

C a a
2
1 2，-d n  より，AC=a2- a a

2
1

2
32 2- =d n

よって，2a= a
2
3 2　　3a2-4a=0

a(3a-4)=0　　a=0，
3
4 　　

a>0 だから，A
3
4

9
16，d n

⑴　yは xの 2乗に比例するから，
　　比例定数を aとすると，y=ax2

　　x=50 のとき y=25 だから，

　　25=a#502　　a=
100
1 　　 y x

100
1 2=

⑵　x=70のとき，y=
100
1

#702=49 49 m

⑴　 0≦x≦4 のとき，PA=QA=x cm だから，

　　y=
2
1
#x#x より， y x

2
1 2=

⑵　0≦x≦4 のとき，

　　6= x
2
1 2　　x2=12　　x= 2 3!

　　0≦x≦4 だから，x=2 3

　　4≦x≦8のとき，

　　y=
2
1
#4#4=8

　　だから，y=6に
　　なることはない。

3

4

5

A B

P

CD
Q

4cm

・比例定数の決定や，変域・変化の割合を扱う問題は小問として出題されることもあるので，手際よ
く解きましょう。
・放物線と直線はよく出題される題材で，放物線の対称性や直線の式の求め方など理解が不可欠です。
さらに，三角形の面積，平行線と面積，図形の面積の 2等分など，グラフと図形の総合問題では，
図形の見方や考え方が問われるので，比例・反比例や一次関数とあわせて理解しましょう。
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第 回 本冊 p.48〜5112

⑵　 △ABC∽△DBAだから，対応する辺の
比はすべて等しいので，  

BA：BD=BC：BA

　　BD=x cmとすると，

1
　　4：x=5：4　　5x=16　　x=3.2(cm)

C B

D
A

B
5 cm

A
4 cm

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ △ABCと△DBAで，
　 仮定より，
　 ∠BAC=∠BDA=90°　……①
　 共通な角だから，
　 ∠ABC=∠DBA　　　 ……②
　  ①，②から，2組の角が，それぞれ等
しいので，△ABC∽△DBA

⑵ 3.2 cm　 cm
5
16
d n

⑴ x=25，y=18　⑵ x=8，y=18

6 cm

5 cm

9 cm
 

△ABCで， 点 P， Qは， それぞれ， 辺AB，
ACの中点だから，中点連結定理より，

PQ'BC，PQ=
2
1

BC

△QBCで， 点 R， Sは， それぞれ， 辺 QB，
QCの中点だから，中点連結定理より，

RS'BC，RS=
2
1

BC

よって，PQ'RS，PQ=RS

1組の向かいあう辺が，平行で等しいので，
四角形 PRSQは平行四辺形である。
7倍

15
2 倍

1

2
3
4
5

6

7

8

ス
テ
ッ
プ

１

△AODと△BOCで，
AD'CBより，錯

さっ

角
かく

は等しいから，
∠OAD=∠OBC　……①
∠ODA=∠OCB　……②
①，②から，2組の角が，それぞれ等
しいので，△AOD∽△BOC

⑴AP：PB=AQ：QCだから
⑵ x=10

130°
表面積　600 cm2　　体積　1000 cm3

 

問１ 問２

問３
問４

図形の相似

対頂角は等しいから，∠AOD=∠BOC

これを利用しても証明できる。
⑴　AP：PB=8：12=2：3

　　AQ：QC=6：9=2：3

　　よって，AP：PB=AQ：QC

　　線分の比と平行線の関係より，PQ'BC

⑵　 ⑴より，△ABCで，平行線と線分の比
の関係から，　AP：AB=PQ：BC

　　8：(8+12)=4：x　8x=20#4　x=10

△DABで，中点連結定理より，PQ'AB

同位角は等しいから，
∠PQD=∠ABD=25°
△BDCで，中点連結定理より，QR'DC

問１

問２

問３

同位角は等しいから，
∠BRQ=∠BCD=65°
△BQRで，三角形の内角と外角の性質よ
り，∠DQR=∠QBR+∠QRB

　　　　　 =40°+65°=105°
よって，∠PQR=∠PQD+∠DQR

　　　　　　　 =25°+105°=130°
相似比が 2：5なので，立方体 Bの表面積
を x cm2とすると，96：x=22：52

4x=96#25　　x=600(cm2)

立方体 Bの体積を y cm3とすると，
64：y=23：53　　8y=64#125

y=1000(cm3)

問４
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QD：QB=DF：BA=1：2 だから，

DQ=
1 2

1
+

#BD=
3
1
#12=4(cm)

よって，PQ=BD-PB-DQ

  　　　　　=12-3-4=5(cm)

△ACEで，AB=BC，AF=FEだから，

中点連結定理より，BF'CE，BF=
2
1

CE

よって，CE=2#3=6(cm)

△DBGで，CE'BG だから，
CE：BG=DC：DB=1：2 より，
6：BG=1：2　　BG=12(cm)

よって，FG=BG-BF=12-3=9(cm)

立体 Pともとの円
えん

錐
すい

の相似比は 1：2 だか
ら，体積の比は 13：23=1：8

よって，Pと Qの体積の比は，
1：(8-1)=1：7　よって，7倍
平行四辺形ABCDの面積を Sとする。
△ACDについて，平行四辺形ABCDの面積

の半分だから，△ACD=
2
1

S

また，△ACDと△AEDは高さが等しいか
ら，面積の比は，DC：DE=3：2

よって，△AED=
3
2
#△ACD

　　　　　　　  =
3
2
# S

2
1

= S
3
1

△DEAについて，△DEAと△DEFは高さ
が等しいから，面積の比は，
EA：EF=(2+3)：2=5：2

よって，△DEF=
5
2
#△DEA

　　　　　　　 =
5
2
# S

3
1

= S
15
2

したがって，△DEFの面積は，

平行四辺形ABCDの面積の 
15
2 倍

5

7

8

⑴　平行線と線分の比の関係より，
　　AQ：AC=PQ：BC　　12：20=15：x

　　12x=20#15　　x=25

　　AP：AB=AQ：AC　　y：30=12：20

　　20y=30#12　　y=18

⑵　x：4=10：5より，5x=4#10　　x=8

　　(y-6)：6=10：5より，5(y-6)=6#10

　　5y-30=60　　5y=90　　y=18

15 cm
10 cm

DQB

A

C

P
②

③

AB'CDから，
PA：PD=AB：DC

　　　　=10：15=2：3

よって，DP：DA=3：(3+2)=3：5

PQ'ABから，DP：DA=PQ：AB

PQ=x cmとすると，
3：5=x：10　　5x=3#10　　x=6(cm)

①
②

D

C

P

Q

F

EB ①

A
③

BE：EC=1：2より，
BE：DA=BE：BC=1：(1+2)=1：3

PB：PD=BE：DA=1：3 だから，

PB=
1 3

1
+

#BD=
4
1
#12=3(cm)

また，DF：FC=1：1より，
DF：BA=DF：DC=1：(1+1)=1：2

2

3

4

・相似をからめた問題はよく出題されます。証明のすすめ方，線分の比の活用など，身につけておき
ましょう。
・相似と円周角の定理，相似と三平方の定理など，図形分野の中での融

ゆう

合
ごう

だけでなく，一次関数のグ
ラフや y=ax2 のグラフを題材にした問題でも，相似や平行線と線分の比を利用する場合があるの
で，相似になる図形を見つけられるようにしておきましょう。
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第 回 本冊 p.52〜5513

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 85°　⑵ 107°　⑶ 58°　⑷ 75°
⑴ 72°　⑵ 60°
64°
△ACEと△BCDで，
△ABC，△CDEは正三角形だから，
AC=BC，CE=CD　　……①
正三角形の内角はすべて 60°だから，
∠ACE=∠BCD=60°　……②
①，②から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，△ACE≡△BCD

よって，∠CAE=∠CBD　……③
2点A，Bは直線 CPについて同じ側に
あり，③より，∠CAP=∠CBP

だから，4点A，B，C，Pは，同じ円周上
にある。
⑴ △PADと△PCBで，
　 共通な角だから，
　 ∠APD=∠CPB　……①

　 CA
&

 に対する円周角は等しいから，

　 ∠ADP=∠CBP　……②
　  ①，②から，2組の角が，それぞれ等し
いので，△PAD∽△PCB

⑵ 7 cm

解説を参照。
解説を参照。
 

1
2
3
4

5

6
7

⑴　BC
&

 に対する円周角は等しいから，

　　∠CDB=∠CAB=38°
　　△PDCで，三角形の内角と外角の性質より，
　　∠x=47°+38°=85°

⑵　　 直径があるとき，適当な弦をひいて，直
角をつくる。

　　弦ACをひくと，ABは直径だから，

1

　　∠ACB=90°

　　DA
'

 に対する円周角は等しいから，

　　∠DCA=∠DBA=17°
　　よって，∠x=∠DCA+∠ACB

　　　　　　　  =17°+90°=107°

⑶　　 弦があるとき，弦の両
りょう

端
たん

を通る 2つ
の半径をひくと，二等辺三角形がで
きる。

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ 105°　　⑵ 32°

弦
げん

ACをひくと， CDAB =
& &

 で，

等しい弧
こ

に対する円周角は等しいから，
∠ACB=∠CAD

錯
さっ

角
かく

が等しいので，AD'BC

⑴ いえる　⑵ いえない
 

△PACと△PDBで，

BC
&

 に対する円周角は等しいから，

∠PAC=∠PDB　……①
対頂角は等しいから，
∠APC=∠DPB　……②
①，②から，2組の角が，それぞれ等し
いので，△PAC∽△PDB

問１
問２

問３

問４

円の性質

⑴　∠x=
2
1
#210°=105°

⑵　弦ADをひくと，BDは直径だから，
　　∠BAD=90°
　　直角三角形ABDで，
　　∠ADB=180°-(90°+58°)=32°

　　 BA
&

 に対する円周角は等しいから，

　　∠x=∠ADB=32°

問１

⑴　 2点A，Dが直線 BCについて同じ側
にあり，∠BAC=∠BDC=75° だか
ら，4点A，B，C，Dは同じ円周上
にあるといえる。

⑵　 ∠ADB=65°-40°=25° だから，4点
A，B，C，Dは同じ円周上にあると
はいえない。

AD
'

 に対する円周角が等しいことを使っ

て証明してもよい。

問３

問４
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円周角の関係から，∠DOE=2∠DBE

△ABDで，∠DBE=180°-(90°+58°)=32°
だから，∠DOE=2#32°=64°
⑵　△PAD∽△PCBより，
　　PA：PC=PD：PB

x cm

9 cm

8 cm 10 cm

　　CD=x cm とすると，
　　8：9=(9+x)：(8+10)

　　9(9+x)=8#18　　　81+9x=144

　　9x=63　　x=7　　よって，CD=7 cm

△ABDと△AEBで，
共通な角だから，∠BAD=∠EAB ……①

AB
&

 に対する円周角は等しいから，

∠ADB=∠ACB ……②
AB=AC より，∠ABE=∠ACB ……③
②，③から，∠ADB=∠ABE ……④
①，④から，2組の角が，それぞれ等しいの
で，△ABD∽△AEB

△ACDと△AEFで，
仮定より，CD=EF ……①
仮定より，∠ACD=∠BCD

BC'ℓ だから，錯角は等しいので，
∠BCD=∠AEF

よって，∠ACD=∠AEF ……②
△ACEは，∠ACE=∠AECより，
2角が等しいから，二等辺三角形になるので，
AC=AE ……③
①，②，③から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，△ACD≡△AEF

合同な図形では，対応する辺はそれぞれ等し
いので，AD=AF

よって，△ADFは二等辺三角形だから，
∠AFD=∠ADF

5

6

7

　　半径 COをひくと，OA=OCより，
　　∠OCA=32° だから，
　　∠AOC=180°-(32°#2)=116°

　　よって，∠x=
2
1 ∠AOC=

2
1
#116°=58°

⑷　∠ACB=
2
1 ∠AOB=

2
1
#50°=25°

　　また，AO'BC より，錯角は等しいから，
　　∠PBC=∠AOB=50°
　　△PBCで，三角形の内角と外角の性質より，
　　∠x=25°+50°=75°

中心角の大きさは，弧の長さに比例する。

⑴　弦AB，半径 OB，OCをひく。

　　BC
&

 は円周の 
5
1

 だから，

　　∠BOC=
5
1
#360°=72°

　　∠BAC=
2
1 ∠BOC=

2
1
#72°=36°

　　EA BC=
& &

 より，∠EBA=∠BAC=36°

　　△ABPで，三角形の内角と外角の性質より，
　　∠x=36°+36°=72°
⑵　弦 CD，半径 OC，ODをひく。

　　A D CBD C：：
' & &

=4：3：2より，

　　∠AOD：∠DOC：∠COB=4：3：2

　　だから，∠AOD=
9
4
#180°=80°

　　∠ACD=
2
1 ∠AOD=

2
1
#80°=40°

　　同様に，∠BDC=
2
1
#

9
2
#180°=20°

　　△CDPで，三角形の内角と外角の性質より，
　　∠x=40°+20°=60°
仮定より，∠BDC=∠BEC=90°
2点 D，Eは直線 BCについて同じ側にあり，
∠BDC=∠BEC だから，4点 B，C，D，E 

は同じ円周上にある。

この円の中心は Oで， DE
&

 に対する中心角，

2

3

・角の大きさを求める問題は小問として出題される場合もあるので，手際よく解きましょう。
・合同や相似の総合問題では，証明だけでなく，相似比や三平方の定理を利用する小問へ発展するこ
とが多いので，円の性質の基本は，理解しておきましょう。
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第 回 本冊 p.56〜5914

ス
テ
ッ
プ

２

⑴ 　　  cm　⑵ 　　   cm

⑴ 4 6  cm

⑵ ∠A=90°の直角二等辺三角形
6 21  cm2　

8 4 3+ (cm2)

⑴ 　　　 r cm3　⑵ 6 3  cm

⑴ 3 6  cm　　  ⑵ 36+36 5 (cm2)

　　　  cm

 

1 3 5 4 11

2

3

4

5
3

16 2

6

7
3

10 3

残りの辺の長さを x cmとする。
⑴　32+62=x2　　x2=9+36　　x2=45

　　x>0 だから，x=3 5 　　　 cm3 5

⑵　x2+72=152　　x2=225-49　　x2=176

　　x>0だから，x=4 11　　 cm4 11

⑴　半径 OAをひく。
　　△OPAで，∠OAP=90° だから，
　　三平方の定理より，AP2+OA2=OP2

　　AP2+52=112　　AP2=121-25=96

　　AP>0 より，AP= cm4 6

⑵　 次の図のように，軸
じく

に平行な 2辺をもつ直
角三角形をつくる。

　　△ADBで，BD=3-(-2)=5，
　　AD=4-2=2 だから，
　　AB2=BD2+AD2　　AB2=52+22=29

　　同様に， △BECで， BC2=32+72=58

1

2

　　　　　 △CFAで，CA2=22+52=29

　　よって，AB=CA，AB2+CA2=BC2より，
　　△ABCは，∠A=90°の直角二等辺三角形

y

x

5

5O

B D

A

FCE

-5

-5

右の図のように，
Aを通り DCに
平行な直線と BCの
交点を Eとすると，
四角形AECDは
平行四辺形となり，
AE=5 cm，EC=4 cm である。

A D

CEHB

5 cm5 cm

4 cm

4 cm

5 cm

3

ス
テ
ッ
プ

１

⑴ x=10　⑵ x=

x= 2 ，y= 6 ，z= 2 2

 

　　  cm

7 2  cm

 

問１ 3 5

問２
問３ 4 14

問４

三平方の定理

⑴　82+62=x2　　64+36=x2

　　x2=100　　x>0だから，x=10

⑵　x2+62=92　　x2+36=81

　　x2=45　　x>0だから， x 3 5=

△ABCで，∠BCA=90°，∠ABC=45°
だから，x：2=1： 2  よって， x 2=

また，AC= 2

△ACDで，∠ACD=90°，∠ADC=30°
だから， 2 ：y=1： 3  よって， y 6=

2 ：z=1：2　　よって， z 2 2=

問１

問２

中心 Oから，弦
げん

ABへ垂線 OHをひくと，
HはABの中点だから，AB=2AH

△OAHで，AH2+OH2=OA2

AH2+52=92　AH2=81-25=56

AH>0 だから，AH=2 14 cm

よって，AB=2#2 14 = cm4 14 ] g

辺AE⊥面 EFGHだから，AE⊥EG

△AEGで，AG2=AE2+EG2

△EFGで，EG2=EF2+FG2

よって，AG2=AE2+EF2+FG2 より，
AG2=82+52+32=98

AG>0 だから，AG= 98 = (cm)7 2

問３

問４
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　　だから，6：AH=2： 3

　　AH=3 3 (cm)

　　AA’=2#3 3 = cm6 3 ] g

⑴　△ABCで，AC：6= 2 ：1より，

　　AC=6 2 (cm) よって，AH= 3 2  cm

　　△OAHで，三平方の定理より，
　　OA2=AH2+OH2

　　OA2=(3 2 )2+62=54

　　OA>0だから，OA= cm3 6

⑵　 △OABで，Oから辺ABに垂線 OEを
ひく。△OAEで，三平方の定理より，  

AE2+OE2=OA2　　OE2=54-9=45

　　OE>0 だから，OE= 3 5  cm

　　△OAB=
2
1
#6#3 5 =9 5 (cm2)

　　よって，正四角錐
すい

OABCDの表面積は，
　　6#6+9 5 #4= cm36 36 5 2+ ] g

この立方体の 1辺の長さは 10 cmになるか
ら，△EFGで，EG：10= 2 ：1より，

EG=10 2 (cm)　　

同様に，DE=DG=10 2 (cm)

Dから辺 EGに垂線 DIをひく。
EI= 25  cmだから，

△DEIで，EI：DI=1： 3  より，

25 ：DI=1： 3 　　DI=5 6 (cm)

△DEG=
2
1
#10 2 #5 6 =50 3 (cm2)

三角錐 H-DEGの体積は，△EHGを底面
として考えると，高さは DHだから，

3
1

2
1

10 10 10
3

500
# # # # =d n (cm3)

△DEGを底面，高さを hとして考えると，

h
3
1

3
500

50 3# # =  だから，

h
3

50 3
3

500
= 　　 (cm)h

3
10 3

=

6

7

Aから BEに垂線AHをひくと，Hは BEの
中点で，BH=(8-4)'2=2(cm)

△AHBで，三平方の定理より，
AH2+BH2=AB2　　AH2+22=52

AH2=25-4=21 AH>0より，AH= 21  cm

よって，台形ABCDの面積は，

2
1
#(4+8)# 21 = cm16 2 2] g

対角線 BDをひく。△ABDは直角二等辺三角
形だから，AD：BD=1： 2  より，

4：BD=1： 2 　　BD=4 2 (cm)

△BCDで，∠BCD=90°，∠DBC=30°だから，
DB：BC=2： 3  より，4 2 ：BC=2： 3

2BC=4 6 　　BC=2 6 (cm)

DB：DC=2：1より，4 2 ：DC=2：1

2DC=4 2 　　DC=2 2 (cm)

よって，四角形ABCDの面積は，

2
1
#4#4+

2
1
#2 6 #2 2 = cm8 4 3 2+ ] g

⑴　 底面の円周上に点 Bをとり，頂点 Oから
垂線 OCをひくと，△OBCで，

　　OB2=BC2+OC2　　62=22+OC2

　　OC2=36-4=32

　　OC>0 だから，OC=4 2  cm　
　　よって，体積は，

　　
3
1 #r#22#4 2 = cm

3
16 2 3r] g

⑵　側面の展開図は，
　　おうぎ形で，
　　 その中心角を
　　x°とすると，
　　(2#r#2)：(2#r#6)=x：360

　　4r：12r=x：360　　x=120

　　線分AA’の長さが，最短の糸の長さになる。
　　 中心 OからAA’に垂線 OHをひくと，H

はAA’の中点だから，AA’=2AH

　　△OAHで，∠OHA=90°，∠AOH=60°

4

5

A

H

A′120°O

6 cm

・自分で垂線をひいて直角三角形をつくり出さなければならない場合もあります。
・三平方の定理は面積や体積の計算に直結します。相似と融

ゆう

合
ごう

した出題も多く，線分の長さを三平方
の定理だけでなく相似比を利用して求める場合もあり，図形の柔

じゅう

軟
なん

な見方が必要となります。
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第 回 本冊 p.60〜6515

ス
テ
ッ
プ

２

⑴㋐ 4　　㋑ 2　
⑵ 21.6 m　　⑶ 22.4 m　  ⑷ 92%

⑴ 
10
3 　　　⑵ 

2
1 　　　⑶ 

5
1

⑴ 
9
2 　　　  ⑵ 

3
1

 

⑴ 国語　　　⑵ 英語
ウ
およそ 400個

36
7

1

2

3

4
5
2

5
6
7

8

ス
テ
ッ
プ

１

ウ
範
はん

囲
い

　5点
中央値　6.5点
最
さい

頻
ひん

値
ち

　8点
 

0.9秒
イ
およそ 64匹

問１
問２

問３
5
2

問４
問５
問６

データの活用，確率，四分位数と箱ひげ図，標本調査

30
2

30
6

30
10

30
8

+ + +

15
13

= =0.866…

よって，約 87％（ウ）
データを値

あたい

が小さい順に並べると，
4，5，5，5，5，6，6，6，6，6，
7，7，7，8，8，8，8，8，8，9

範囲は，最大値と最小値の差だから，
9-4=5（点）
中央値は，10番目と 11番目の平均値だから，

2
6 7+

=6.5（点）

最頻値は，もっとも頻
ひん

繁
ぱん

にあらわれる値だか
ら，8点
赤玉 2個を①②，白玉 3個を③④⑤として
区別すると，玉の取り出し方は，次のように
10通りある。
｛①，②｝ ｛①，③｝ ｛①，④｝ ｛①，⑤｝
　　　　 ｛②，③｝ ｛②，④｝ ｛②，⑤｝
　　　　　　　　  ｛③， ④｝ ｛③，⑤｝
　　　　　　　　　　　　　 ｛④，⑤｝

問１

問２

問３

2個とも同じ色の玉であるのは，下線をつ
けた 4通りであるから，確率は，

10
4

5
2

=

四分位範囲は，第 3四分位数と第 1四分位
数の差だから，
8.7-7.8=0.9（秒）
箱ひげ図より，最大値は 28分であるから，
調べた生徒は全員，30分未満で通学でき
るとわかる。
箱ひげ図からは平均値は読みとれないので，
アは正しいとはいえない。
また，中央値が 16分，第 3四分位数が 20

分であるから，通学時間が 16分以上の生
徒は半数以上いるが，20分以上の生徒は
半数に満たないので，ウは正しいとはいえ
ない。
池の中のめだかの総数を，およそ x匹

ひき

と
すると，
x：20=16：5

これを解いて，x=64　
よって，およそ 64匹

問４

問５

問６

⑴　 表 1から，26.0 m未満のものを／などで
消すと，残ったデータの値は，

　　28.8，27.2，30.0，32.5，26.3，29.4

1
　　 よって，26.0 m以上 30.0 m未満の階級

の度数は 4人，30.0 m以上 34.0 m未満
の階級の度数は 2人である。

⑵　 中央値は，データの個数が 25だから，  
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 小
大 1 2 3 4 5 6

1

2

3

4 ○ ○
5 ○ ○ ○
6 ○ ○ ○

　　よって，確率は，
36
8

9
2

=

⑵　 2つのさいころを区別すると，目の出か
たは 36通り。

　　 
a b

3
+

 が整数になるのは a+b が 3の

倍数のときだから，下の表で〇をつけた
12通り。

 b

a 1 2 3 4 5 6

1 ○ ○
2 ○ ○
3 ○ ○
4 ○ ○
5 ○ ○
6 ○ ○

　　よって，確率は，
36
12

3
1

=

3個ある②を 21，22，23と区別すると，玉の
取り出し方は，次のように 10通りある。
｛1，21｝｛1，22｝｛1，23｝ ｛1，3｝ ｛21，22｝
｛21，23｝ ｛21，3｝｛22，23｝ ｛22，3｝｛23，3｝
和が 4になるのは，下線をつけた 4通り。

よって，確率は， 2
10
4

5
=

⑴　得点の幅
はば

とは，範囲のことである。
　　 国語の得点分布を表した箱ひげ図におい

て，最小値は 35点，最大値は 95点より，
　　範囲は，95-35=60（点）
　　 数学の得点分布を表した箱ひげ図におい

て，最小値は 20点，最大値は 100点よ
り，範囲は，100-20=80（点）

　　 英語の得点分布を表した箱ひげ図におい
て，最小値は 35点，最大値は 100点よ
り，範囲は，100-35=65（点）

　　 よって，得点の幅がもっとも小さいのは
国語である。

4

5

データの値を小さい順に並べたときの 13

番目の値。
　　 表 2から，中央値は 22.0 m未満のうちの

最大の値とわかるので，21.6 m

⑶　（階級値#度数）の合計は，
　　16.0#5+20.0#8+24.0#6+28.0#4

 　　　　　　　+32.0#2=560.0

　　よって，平均値は，560.0'25=22.4(m)

⑷　記録が 30 m未満の生徒は
　　5+8+6+4=23（人） いるので，

　　
25
23

#100=92(%)

⑴　 20枚から 1枚ひくから，カードのひき方
は全部で 20通り。

　　20の約数は，
　　1，2，4，5，10，20

　　の 6通り。

　　よって，確率は，
20
6

10
3

=

⑵　 3枚の硬
こう

貨
か

をA，B，Cと
区別し，表を〇，裏を#

で表すと，表裏の出かた
は右のように 8通りあり，
このうち，少なくとも 2

枚は表が出る場合は　を
つけた 4通りある。

　　よって，確率は，

　　
8
4

2
1

=

⑶　 できる整数は，次の 20通りある。
　　12　13　14　15　　　21　23　24　25

　　31　32　34　35　　　41　42　43　45

　　51　52　53　54　
　　このうち，6の倍数は下線をつけた 4通り。

　　よって，確率は，
20
4

5
1

=

⑴　 2つのさいころを区別すると，目の出かた
は 36通り。

　　 出る目の数の積が 20以上になるのは，次
の表で〇をつけた 8通り。

2

A

○

×

B

○

×

○

×

C

○
×
○
×
○
×
○
×

3
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300個のうち 2個が不良品であったので，不

良品の割合は，
300
2

150
1

=  と考えられる。

よって，60000個の品物には

60000#
150
1

=400より，

およそ 400個の不良品があると推定される。
（別解）
不良品の個数をおよそ x個とすると，
60000：x=300：2

これを解いて，x=400

よって，およそ 400個
2つのさいころを区別（aと b）すると，目の
出かたは 36通り。
点 Pが頂点 Eの位置に移動するには，
出る目の数の和が，4または 9になればよい。
出る目の数の和が 4のとき
下の表で〇をつけた 3通り。
出る目の数の和が 9のとき
下の表で●をつけた 4通り。

 b

a 1 2 3 4 5 6

1 ○
2 ○
3 ○ ●
4 ●
5 ●
6 ●

よって，求める確率は， 4
36

3
36
7+

=

7

8

⑵　  国語の得点分布を表した箱ひげ図において，
第 2四分位数（中央値）が 60点，

　　 数学の得点分布を表した箱ひげ図において，
第 3四分位数が 60点，

　　 英語の得点分布を表した箱ひげ図において，
第 1四分位数が 60点であることがわかる。

　　 四分位数は，データを値の小さい順に並べ
て 4等分したときの区切りの値で，小さい
方から第 1四分位数，第 2四分位数，第 3

四分位数である。
　　 このことから，第 1四分位数が 60点であ

る英語が，60点以上だった生徒の割合が
もっとも多い。

Aさんの箱ひげ図において，
最大値は 95点。
Bさんの箱ひげ図において，
最大値は 100点。
よって，Aさんは 100点をとったことがない
とわかるので，アは正しいとはいえない。
箱ひげ図からは平均値は読みとれないので，
イは正しいとはいえない。
Aさんの箱ひげ図において，
70点は第 2四分位数（中央値）。
Bさんの箱ひげ図において，
70点は第 1四分位数と第 2四分位数の間。
これより，Aさんの方が Bさんより，70点以
下だった回数が多いことがわかるので，
ウは正しいといえる。
Aさんの箱ひげ図において，
80点は第 3四分位数。
Bさんの箱ひげ図において，
80点は第 2四分位数。
これより，Bさんの方がAさんより，80点以
上だった回数が多いことがわかるので，
エは正しいとはいえない。　

6

・データの活用では，まぎらわしい用語の理解度を確かめる小問がよく出題されます。ひとつひとつ
きちんとおさえておきましょう。
・確率では，単独の小問での出題のほか，問題独自のルール，操作をもとにして確率を求める大問も
あります。
・箱ひげ図では，データの値から箱ひげ図を作成する問題，箱ひげ図からデータの傾

けい

向
こう

を読みとる問
題などがあります。
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高校入試 テスト実 戦第 回 本冊

⑴ 30　　　　　   ⑵ a
20
23

⑶ a+7b　　　　 ⑷ (x，y)=(1，-1)　

⑸ n=15　　　　 ⑹ 
48
5

r  cm

⑺ エ　　　　　  ⑻ 5回

⑴ イ　　　　　  ⑵ y
x
18

=

⑶ 大根の分量　50 g　　レタスの分量　75 g
⑴ 63本　　　⑵ 45個　　　⑶ 12番目
⑴ ⒜ 8　　　　　⒝ y=-x-12

⑵ ⒜ y x
4
1

=-   ⒝ 
2
9 ，8

⑴ △AEFと△DCEで，
　 長方形ABCDだから，
　 ∠EAF=∠CDE=90° ……①
　 ∠AEF=180°-90°-∠DEC

　 　　　  =90°-∠DEC ……②
　 △DCEの内角の和は 180°だから，
　 ∠DCE=180°-90°-∠DEC

　 　　　 =90°-∠DEC ……③
　 ②，③より，
　 ∠AEF=∠DCE ……④
　  ①，④から，2組の角が，それぞれ
等しいから，△AEF∽△DCE

⑵ cm2 5 　　　　⑶ cm518 2

1

2

3

4

5

p.66〜701

　　
BA

P

O

150°

75°

4r cm

　　 おうぎ形AOBにおいて，弧
こ

の長さ  

4r cm，中心角 150°，円 Oの周の長さ  

を ℓ cmとすると，
　　4r：ℓ=150：360

　　150ℓ=1440r　　 cmℓ
5
48

r= ] g

　　（別解）
　　 中心角が 150°だから，半径を r cmとす

ると，

　　 r r2
360
150

4
5
24

#r r= =

　　よって，円 Oの周の長さは，

　　 (cm)2
5
24

5
48

#r r=

⑺　立方体の向かい合う面は平行である。

A

ア

エ

ウ

⑴　42-(-7)#2=16-(-14)=30

⑵　 a a
4
7

5
3

- a a
20
35

20
12

= - a
20
23

=

⑶　 3(a+2b)-(2a-b)=3a+6b-2a+b

　　　　　　　　　　 =a+7b

⑷　
 ……①
 ……②

x y

x y

5 4 9

2 3 5

- =

- =
)

　　①#2-②#5　　

　　y=-1を①に代入して，
　　5x+4=9　　x=1

　　よって，(x，y)=(1，-1)

⑸　 自然数になるためには，  の中がある
数の 2乗になればよい。

　　 540 2 3 532 2# # #= 　より，

　　 
n

540
 が自然数となる最も小さい自然数

nは，n=15

⑹　 AB
&

 に対する円周角が ∠APB=75°   

より，AB
&

 に対する中心角は  

∠AOB=150° となる。

1

25=)

x y

x y

y

y

10 8 18

10 15

7 7

1

- =

- -

=-

=-
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 ……①
 ……②

x y

x y

50 175

100
18

100
12

100
30

50 33#

+ + =

+ + =
*

　①より，x+y=125　……①′
　②#100 より，18x+12y+1500=3300

 18x+12y=1800　
　両辺を 6でわって，
　3x+2y=300　……②′
　②′-①′#2　　

　x=50 を①′に代入して，
　50+y=125

　  　y=75

　この解は問題にあっている。
　 よって，大根の分量 50 g　レタスの分
量 75 g

　（別解）代入法で解くこともできる。
　①より，x=125-y　……①′
　②#100 より，18x+12y+1500=3300

 18x+12y=1800　
　両辺を 6でわって，
　3x+2y=300　……②′
　①′を②′に代入して，
　3(125-y)+2y=300

　   375-3y+2y=300

　　　　　   -y=-75

　　　　　　  y=75

　y=75 を①′に代入して，
　x=125-75=50

　この解は問題にあっている。
　 よって，大根の分量 50 g　レタスの分
量 75 g

規則性を見つけて，使う棒の総数や 1番目の
形の正三角形が何個使われているかを考える。
⑴　 1番目の正三角形が，2番目，3番目，4

番目… ではそれぞれ何個ずつあるかを
考えると，下の表のようになる。

番目 1 2 3 4 …
個数 1 3 6 10 …

これより，6番目の図形は，
　1+2+3+4+5+6=21

250=)

x y

x y

x

3 2 300

2 2

50

+ =

- +

=

3

2 3 4

⑻　 シュートをしたときの成功した回数を小さ
い順に並べると，
2，3，4，5，5，6，7，8，9，9，10

このデータの第 1四分位数は　4回
　　　　　　第 2四分位数は　6回
　　　　　　第 3四分位数は　9回
四
し

分
ぶん

位
い

範
はん

囲
い

=第 3四分位数-第 1四分位数
で求められるから，9-4=5（回）

⑴　　等式の性質
　　　A=B ならば，
　　　①A+C=B+C

　　　②A-C=B-C

　　　③A#C=B#C

　　　④A'C=B'C　（C≠0）

　　 a
b

2
3 5-

=  ……①　　　 　　

　①の両辺に 2をかけると，

　　 a
b

2
3 5

2 2# #
-

=

　　　　 3a-5=2b ……②　　　 　　
　②の両辺に 5をたすと，
　　3a-5+5=2b+5

　　　　　3a=2b+5 ……③　　　 　　
　③の両辺を 3でわると，

　　 a b
3
3

3
2 5

=
+

　　　 a
b
3

2 5
=

+
 ……④　　　 　　

⑵　比例定数を aとすると， y
x
a

=

　点 (3，6)を通るから，
　x=3，y=6 を代入すると，

　 a
6

3
= 　　a=18

　よって， y
x
18

=

⑶　量についての関係式をつくると，
　x+y+50=175

　 100 gあたりのエネルギーについての関係
式をつくると，

　 x y
100
18

100
12

100
0

0 33
3

5#+ + =

　よって，

2
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したがって，　　

n＞0 より，n=-13 は問題にあわない。
n=12 は問題にあっている。
したがって，12番目

⑴　⒜点Aは y x
2
1 2=  上の点だから，

　　 y x
2
1 2=  に x=-4 を代入して，

　　 ( )y
2
1

4 2#= - =8

　⒝  y=x+12 のグラフと x軸
じく

について線
せん

対
たい

称
しょう

となるグラフは，下のようにな
る。

A
12

－4 6

－12
－12

B

A′

B′

x

y

O

　　よって，切片-12，傾
かたむ

き-1だから，
　　y=-x-12

⑵　⒜点 Pは y x
2
1 2=  上の点だから，

　　 y x
2
1 2=  に x=2 を代入して，

　　 y
2
1

2 22#= =

　　よって，P(2，2)

　　Qの y座標は 2だから，
　　y=x+12 に y=2 を代入して，
　　2=x+12　　　x=-10

　　よって，Q(-10，2)

　　 長方形 PQSRの面積を 2等分する直  

線と線分 QPの交点を Eとすると，  

長方形 PQSRの面積が半分になるた 

めには，OR=EQ になればよいので，
　　OR=2 より，E(-8，2)

n n

n n

n n

n

2
1

3 234

1 156

13 12 0

13 12，

#
+

=

+ =

+ - =

=-

]

]

]

]

g

g

g

g

4

で，21個の正三角形があることがわかる。
1つの正三角形について棒は 3本必要だか
ら，6番目の図形に使う棒の総数は，
　21#3=63（本）

⑵　 2番目の図形の 1つの頂点の個数を考える
と，2番目の図形が何個ふくまれているか
がわかりやすい。
〈4番目の図形の場合〉

1段目 2段目 3段目

頂点の個数は，1+2+3=6（個）
同じように考えて，10番目の図形のとき
の，頂点の個数は，
　1+2+3+4+5+6+7+8+9=45（個）
よって，10番目の図形にふくまれる 2番
目の図形の個数は，45個である。

⑶　 棒の総数が 234本であることから，1番目
の正三角形は，234'3=78

で，78個使われていることがわかる。
⑴より，

番目 1 2 3 4 5 … 10 11 12

個数 1 3 6 10 15 … 55 66 78

よって，12番目の図形
（別解）
n番目とするとき，正三角形の個数は，

(n+1)個

n段

n n
n n

2
1

1
2

1
# #+ =

+
]

]
g

g（個）

と表される。
よって，棒の総数は，
n n

2
1

3#
+] g （本） となる。

2 3 4 5 11 12
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　　t=-3 のとき，PR ( )
2
1

3
2
92#= - =

　　t=4 のとき，PR
2
1

42#= = 8

証明のしくみ
①仮定から出発し，
② すでに正しいと認められたことがらを
根
こん

拠
きょ

として，
③結論を導く。

⑴　 相似を証明したい 2つの三角形に注目す
る。次に，仮定やすでに正しいと認めら
れたことがらで，三角形の相似条件にあ
てはまる等しい辺の比や角を見つける。

三角形の相似条件
2つの三角形は，次のそれぞれの場合
に相似である。
① 3組の辺の比が，すべて等しいとき

C’B’

A’

CB

A

AB：A′B′=BC：B′C′=CA：C′A′
②  2組の辺の比とその間の角が，それ
ぞれ等しいとき

C’B’

A’

C

A

B

AB：A′B′=BC：B′C′　∠B＝∠B′
③  2組の角が，それぞれ等しいとき

C’B’

A’

C

A

B

∠B=∠B′　∠C=∠C′

5

Q
E 2 P

R
2－10－8

S x

y

O

　　 よって，原点と E(-8，2)を通る直線
だから，比例定数を aとすると，y=ax

　　x=-8，y=2 を代入すると，

　　2=a#(-8)　　a
4
1

=-

　　したがって，求める直線の式は，

　　 y x
4
1

=-

　⒝ Rの x座標を tとすると，

　　R(t，0)，P t t
2
1 2，d n  と表せる。

Q P(t，　t2)

R(t，0)S

1
2

y

O
x

　　このとき，Qの y座標は t
2
1 2  だから，

　　y=x+12 に y t
2
1 2=  を代入すると，

　　 t x
2
1

122 = + 　　 x t
2
1

122= -

　　よって，Q t t
2
1

12
2
12 2，-d n

　　 長方形 PQSRが正方形になるとき，
　　PR=QPになるので，

　　PR= t
2
1 2，QP= t t

2
1

122- + +

　　したがって， t t t
2
1

2
1

122 2=- + +

　　　　 　　t2-t-12=0

  　　　 　(t+3)(t-4)=0　　t=-3，4
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A

F G

E

B

D

C

4 cm

10 cm

cm2 5 cm4 5

　四角形 BGEFの面積は，△ABDから
　△AEFと△DEGの面積をひけばよい。

　△ABD=
2
1

5 30 510 6# # = （cm2）

　△AEF=
2
1

2 5 4 4 5# # = （cm2）

　△GBC∽△GDE で，
BC：DE=GB：GD=3：2

△BDAで，
BG：GD=BF：FA=3：2

線分の比と平行線の関係より，
FG'AD

　だから，△DEGの高さは 4 cmとなる。

　△DEG=
2
1

5 544 8# # = （cm2）

　よって，
　 　四角形 BGEF

　=△ABD-(△AEF+△DEG)

　=30 5 4 5 8 5- +_ i

　= cm18 5 2] g

⑵　三平方の定理
　　 直角三角形の直角をはさむ
　　2辺の長さを a，b，
　　斜

しゃ

辺
へん

の長さを cとする

　AF=4 cmだから，FB=6 cm

　折り返したので，FE=FB=6 cm

　△AEFで，三平方の定理より，
　　　AE2+AF2=EF2

　　　　AE2+42=62

　   　　　　AE2=36-16=20

　AE＞0 だから，AE= cm2 5

⑶　BC=EC=AD=x cm とすると，
　 AE= cm2 5  だから，

　ED=x-2 5（cm）
　△DECで，三平方の定理より，
　  　　　　DC2+DE2=CE2

　　　102+(x-2 5 )2=x2

　100+x2-4 5 x+20=x2

　　　　　　  -4 5 x=-120

　　　　　　　　　  x=
4 5

120
6 5=

　よって，BC=EC=AD=6 5  cm

　したがって，ED=AD-AE

　　　　　　　　 =6 5 2 5-

　　　　　　　　 =4 5（cm）

A

CB a

bc

a2+b2=c2

・式の計算では，かっこの前のマイナスには注意し，確実に解けるようにしましょう。
・関数 y=ax2は，よく一次関数との総合問題として出題されます。それぞれの関数の特

とく

徴
ちょう

を理解し
ておきましょう。
・相似では，証明するだけでなく，そこから発展させることが多いです。相似な図形の相似比の関係
を覚えておきましょう。
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高校入試 テスト実 戦第 回 本冊

⑴-41　　　　　⑵ 
x
y6 2

-

⑶ (a+2b-1)(a+2b+2)

⑷ 3 2 　　　　 ⑸ x
4

3 17!
=

-

⑹ 108r cm2　　　⑺ ウ
⑻ およそ 90個

⑴① 
25
8 　　　② 

25
21

⑵① 35°　　　  ② 4 cm

⑶① 
x y

x y

18

25 35 530

+ =

+ =
)

　② x=10，y=8

⑴ 2点 B，Cの間の距
きょ

離
り

　12　　
　 点Aと直線 BCとの距離　8

⑵ y x
25
23

5
23

= -

⑴ 36 cm2　　　　⑵ 22  cm2

⑴ 3

⑵ア 12　　　　イ 7　　　　ウ n2

　エ n2+2n　　オ 2n+1

⑶ 19枚　　　 ⑷ 65

⑴ 55°　　　　⑵ 
3
4

3r- （cm2）

⑶ △DACと△FCAで，
　 直径に対する円周角だから，
　 ∠ADC=∠CFA=90°  ……①
　 共通な辺だから，AC=CA ……②
　 AC'DF より，錯

さっ

角
かく

は等しいから，
　 ∠ACD=∠CDF ……③

　 CF
%

 に対する円周角は等しいから，

　 ∠CDF=∠CAF ……④
　 ③，④より，
　 ∠ACD=∠CAF ……⑤
　  ①，②，⑤から，直角三角形の斜

しゃ

辺
へん

と 1つの鋭
えい

角
かく

が，それぞれ等し
いので，△DAC≡△FCA

　  合同な図形では，対応する辺はそ
れぞれ等しいので，AF=CD

1

2

3

4

5

6

p.71〜752

　
2 2

10 2
2 22

#

#
#= -

　 5 2 2 2= -

　 3 2=

⑸　　二次方程式の解の公式
　　　二次方程式 ax2+bx+c=0 の解は，

　　　 x
a

b b ac
2

42!
=

- -

　　2x2+3x-1=0

 解の公式で，a=2，b=3，c=-1 の場
合。

( )
x

2 2
3 3 4 2 1

4
3 17

2

#
! # #

!

=
- - -

=
-

⑹　半球の曲面部分の面積は，

　4 6
2
1

722# # #r r= （cm2）

　底面の円の面積は，
　r#62=36r（cm2）

⑴　9
5
1

4' - +d n

　=9#(-5)+4

　=-45+4

　=-41

⑵　3xy2'(-2x2y)#4y

　
x y

y yx

2

3 4
2

2#
=-

　
x
y6 2

= -

⑶　(a+2b)2+a+2b-2

　a+2b=Mとおくと，
　　M 2+M-2

　=(M-1)(M+2)

　よって，Mをもとにもどすと，
　(a+2b-1)(a+2b+2)

⑷　
2

10
8-

1
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その確率は，
25
4

よって，aと bのうち，少なくとも一

方は奇
き

数
すう

である確率は， 1
25
4

25
21

- =

⑵　①AP'DCより，錯角は等しいから，
　　∠CAP=∠ACD=35°

　平行線の性質
　  2つの直線に 1つの直線が交わる
とき，次のことが成り立つ。
　・ 2つの直線が平行ならば，同位

角は等しい。
　・ 2つの直線が平行ならば，錯角

は等しい。

　②AP'DC より，同位角は等しいから，
∠BAP=∠ADC

仮定より，∠BAP=∠CAP

①より，∠CAP=∠ACDだから，
∠ACD=∠ADC

よって，2角が等しいから，△ACDは
二等辺三角形で，AD=AC=4 cm

⑶　①表を埋
う

めると下のようになる。
階級（m）度数（人）（階級値）×（度数）
以上　未満
 0～10

10～20

20～30

30～40

40～50

50～60

0

8

x

y

2

4

0

120

25#x

35#y

90

220

計 32 30#32
度数についての関係式をつくると，
8+x+y+2+4=32

　　　　 x+y=18

（階級値）#（度数）についての関係式を
つくると，
120+25x+35y+90+220=960

　　　　　　　25x+35y=530

よって，
 ……ⅰ
 ……ⅱ

x y

x y2 3 5

18

5 5 30

+ =

+ =
)

②（加減法）
ⅰ#5　5x+5y=90  ……ⅰ′

　よって，72r+36r=108r（cm2）
⑺　平均値は，
　

20
85

= =4.25（冊）

中央値は，データの数が 20より，10番目
と 11番目のデータの平均値である。
グラフより，10番目の人は 4冊，11番目
の人は 5冊であるので，

2
4 5+

=4.5（冊）

最
さい

頻
ひん

値
ち

は 5冊
よって，平均値・中央値・最頻値のうち最
も値

あたい

が大きいのは最頻値（ウ）である。

⑻　 不良品がふくまれる割合は 
100
2

 と考えら

れる。よって，工場で作られた製品のうち，

不良品は，4500
100
2

90# =

およそ 90個と推定できる。
⑴　①

 ba 1 2 3 4 5

1

2

3 ○ ○
4 ○ ○ ○
5 ○ ○ ○

玉の取り出し方は，表から 25通り。
aと bの積が 12以上になるのは，
上の表で○をつけた 8通り。

よって，求める確率は，
25
8

②
 ba 1 2 3 4 5

1

2 ○ ○
3

4 ○ ○
5

玉の取り出し方は，表から 25通り。
a，bが 2つとも偶

ぐう

数
すう

であるのは，
上の表で○をつけた 4通りなので，

20
1 1 2 2 3 3 4 4 5 6 6 3 7 1# # # # # # #+ + + + + +

2



40

①と②を連立方程式とみて解くと，
①を②に代入して，

x x
2
1

2 5+ =- +

 　 x
2
3

3=

　　   x=2

これを②に代入して，y=-2+5=3

よって，A(2，3)

点Aと直線 BCとの距離は，10-2=8

⑵

点 Dは x軸
じく

上の点だから，
y=0 を②の式に代入して，x=5

よって，D(5，0)

点 Dを通り△ACBの面積を 2等分する
直線と，x=10 の直線との交点を Eと
する。

△ACBの面積は，
2
1

12 8 48# # =

△DCEの面積が 24になればよいので，

CE ( )

CE

CE

2
1

10 5 24

2
5

24

5
48

# # - =

=

=

よって，Eの y座標は，

5
48

5
5
23

- =  より，E 10
5
23，d n

したがって，点 D，Eを通る直線の式
を求めればよい。
y=ax+b にそれぞれ代入すると，
0=5a+b ……③　　　　　　　

a b
5
23

10= +  ……④　　　　　　　

③，④を連立方程式とみて解くと，a
25
23

=

A E

D 10
5

①

②

O

y

x

C

B

ⅱ'5　5x+7y=106 ……ⅱ′
ⅱ′-ⅰ′　　

y=8 をⅰに代入して，
x+8=18

　 x=10

この解は問題にあっている。
よって，x=10，y=8

（別解）（代入法）
ⅰから　x=18-y ……ⅰ′
ⅱ'5　5x+7y=106 ……ⅱ′
ⅰ′をⅱ′に代入して，
5(18-y)+7y=106

  90-5y+7y=106

　　　　  2y=16

　　　　   y=8

y=8 をⅰ′に代入して，
x=18-8=10

この解は問題にあっている。
よって，x=10，y=8

⑴

y x
2
1

2= +  を①，y=-x+5 を②とする

と，グラフは上の図のようになる。
点 Bは①上の点だから，x=10 を①の式

に代入すると， y
2
1

10 2 7#= + =

よって，B(10，7)

点 Cは②上の点だから，x=10 を②の式
に代入すると，y=-10+5=-5

よって，C(10，-5)

したがって，2点 B，Cの間の距
きょ

離
り

は，
 7-(-5)=12

また，点Aは①，②の交点だから，

)

x y

x y

y

y

5

5 7 106

5 90

2 16

8

+ =

- + =

=

=

3

A

C

D 10

①

②

O

y

x

B



41

9 10 16< < ，つまり，

3 10 4< <  だから，3

⑵　 144 150 169< < ，つまり，

12 150 13< <  だから，
表の数が 150であるカードの裏の数は
12

Ⅰ裏の数が 12のとき
表の数が 144以上になると，裏の数は
12になるので，150-144+1=7（枚）
Ⅱ裏の数が 12未満の自然数のとき
裏の数が nであるカードの表の数の
うち，最も小さい数は，n2である。
また，裏の数が n+1 であるカード
の表の数のうち，最も小さい数は，
(n+1)2であるから，
(n+1)2-1=n2+2n　が，裏の数が n

であるカードの表の数のうち，最も大
きい数となる。
よって，求める枚数は，
n2+2n-n2+1=2n+1（枚）

⑶　2n+1 の nに 9を代入して，
2#9+1=19（枚）

⑷　 裏の数 nと，その枚数を表にまとめる
と下のようになる。

n 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
枚数 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 7

よって，
P=13#25#37#49#511#613#715

 　　 #817#919#1021#1123#127

  =25#37#218#511#213#313#715

   　#251#338#221#521#1123#214#37

  ＝ 2122#365#532#715#1123

これを 3，32，33，……，364，365で割る
と割った数は整数になる。

⑴　線分 BCをひく。
△DBCで，
DB=DCより，
　∠CBD

=(180°-70°)'2

=55°

DC
&

 に対する円周

角は等しいから，

6 D

C

E

O

B

A

これを③に代入して，b
5
23

=-

よって，求める直線の式は，

y x
25
23

5
23

= -

⑴　直角三角形ABCで，三平方の定理より，
AC2=AB2+BC2

　   =9+16=25

AC＞0 より，AC=5

よって，求める表面積は，
　（底面積）#2+（側面積）

{ ( )}3 4 2 2 3 4 5
2
1
# # # #= + + +d n =36(cm2)

A

D E F

B C

D

D

A

A3 cm 4 cm 5 cm

2 cm

⑵　直角三角形ABDで，三平方の定理より，
DB2=AB2+AD2=9+4=13

DB＞0 より，DB 13=

直角三角形 DEGで，三平方の定理より，
DG2=DE2+EG2=9+4=13

DG＞0 より，DG 13=

直角三角形 BEGで，三平方の定理より，
BG2=BE2+EG2=4+4=8

BG＞0 より，BG 2 2=

よって，△BDGは DB=DG の二等辺三
角形である。
BGの中点をMとすると，
DM2=DB2-BM2

　　=13-2

　　=11

DM＞０より，
DM 11=

したがって，

△BDG (cm )
2
1

2 2 11 22 2# #= =

⑴　 求めるカードの裏の数は， 10  の整数部分。

4

B

D

M
G

5
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　　 OH=1 cm

OC：HC=2： 3 より，

  2：HC=2： 3

   　HC= 3  cm

よって，CD=2 3  cmだから，

△OCD=
2
1

2 3 1 3# # = （cm2）

したがって， の部分の面積は，
おうぎ形 OCDから△OCDの面積をひ

けばよいので， (cm )
3
4

3 2r-

特別な直角三角形の 3辺の長さの比

1 1 1

30°

60°
45°

45°
11

1

2 3

3
22

2

⑶　 結論がAF=CD だから，この辺がふく
まれる 2つの三角形に注目して，合同を
証明すればよい。
仮定やすでに正しいと認められたことが
らで，三角形の合同条件にあてはまる等
しい辺や角を見つける。
また，半円の弧に対する円周角は，直角
であることにも注目する。

∠CAD=∠CBD=55°

円周角の定理
①  1つの弧

こ

に対する円周角の大きさは，
その弧に対する中心角の大きさの半
分である。

② 同じ弧に対する円周角の大きさは等し
い。

⑵　半径 ODをひく。
△OCDは二等辺
三角形だから，
　∠COD

=180°-30°#2

=120°
半径 2 cm，
中心角 120°のおうぎ形の面積は，

2
360
120

3
42# #r r= （cm2）

次に，
△OCDで，
Oから辺 CD

に垂線 OHを
ひく。
∠OHC=90°，∠OCH=30° だから，
OC：OH=2：1より，
  2：OH=2：1

D

C

E

O

B

A

30°

C

O

H
D

30°

・  をふくむ式の計算では，分母の有理化や乗法の公式を使うことがあるので，きちんと覚えて
使えるようにしておきましょう。
・図形に関する問題では，確実な知識が必要です。もう一度，教科書で確認しておきましょう。また，
証明は，根

こん

拠
きょ

を示してから書いていくようにしましょう。
・三平方の定理は，平面図形，空間図形のどちらでも確実に使えるようにしましょう。
・円の問題では，円周角の定理や，弧と円周角の関係についてきちんと答えることができるように，
確認しておきましょう。
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高校入試 テスト実 戦第 回 本冊

⑴ 
4
7 　　　　　⑵ 

a b
4

9 5+

⑶ 8 4 6+ 　　  ⑷ 40

⑸ x=-3　　　 ⑹ x
5
8

=

⑺ 6 cm　　　　 ⑻ 72°
⑴ y=100x+3000

⑵ B店が 500円安い
⑶ 51枚以上 59枚以下のとき

⑴ア 3a　イ 4a　ウ 3b

⑵ x -6　　y ４
⑴ ⒜ CF　⒝ BC

　 ⒞  2組の辺とその間の角が，それ
ぞれ等しい

⑵ 3 cm

⑴ 
9
2 　　　⑵ 

9
1

⑴① 4.8冊　② イ　　⑵ イ，ウ

1

2

3

4

5

6

3 p.76〜80

　　　　　　　　  2 a=-4　　  

a=-2

このとき方程式は，x2+4x+3=0

これを解くと，
(x+1)(x+3)=0

　　　　　x=-1，-3

よって，もう 1つの解は，x=-3

⑹　△ABC∽△DEFだから，
対応する辺の比はすべて等しいので，
AB：DE=AC：DF

　　 5：4=2：x

　　　   x
5
8

=

⑺　

上の図のように半径 OB，OCをひく。

BC
&
に対する円周角より，∠BAC=30°

だから，BC
&

 に対する中心角は，

∠BOC =2∠BAC=2#30°=60°
BO=CO=6 cmより，
∠OBC=∠OCB=60°
よって，△OBCは正三角形になるので，
BC=6 cm

　　正三角形
　　① 3つの辺がすべて等しい。
　　② 3つの角がすべて等しい。

B

A

C

30°

O

⑴　
4
1

3
5

9
10

'+  
4
1

3
5

10
9

#= +   

4
1

2
3

= +   

4
1

4
6

= +   

4
7

=

⑵　

　 a b a b
2

5
4
7-

-
-

 
( )a b a b

4
2 5 7

=
- - -] g

  

a b a b
4

10 2 7
=

- - +
  

a b
4

9 5
=

+

⑶　 3 2 2 3 2
6

6
+ + +_ _i i

6 6 2 6 2
6 6

6 6

#

#
= + + + +

8 3 6 6= + +

8 4 6= +

⑷　ab2-81a=a(b2-81)

　　　　   =a(b+9)(b-9)

　この式に，a
7
1

= ，b=19 を代入すると，

　 ( )( )
7
1

19 9 19 9# + -
7
1

28 10# #= =40

⑸　解の 1つが-1であるから，
x2-2ax+3=0 に x=-1 を代入すると，
(-1)2-2a#(-1)+3=0

　　　　　  1+2a+3=0

1
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=6000

よって，6000円。
したがって，A店，B店でそれぞれタ
オルを 30枚作るとき，かかる費用は B

店が 500円安い。
⑶　 タオルを作る枚数が 40枚から 80枚の間

で，A店よりも B店のほうが安くなる
のは，次のグラフの色をつけた範

はん

囲
い

にな
る。
（円）

（枚）

12000

10000

8000

6000

4000

2000

y

20 40 60 80
x

B店

A店

O

よって，作る枚数が 51枚以上 59枚以下
のとき，B店で作るときにかかる費用が
A店で作るときにかかる費用よりも安
くなる。

⑴　

例えば，上の図のような 1列に並んだ 3

つの数の和を aとすると，9つのますに
入っている数の和は，3a……①と表す
ことができる。

　

また，上の図のようにます全体の中央の
ますを通る列は，縦，横，斜

なな

め，あわせ
て 4列あることがわかる。
よって，これらの列の 3つの数の和の合
計は，4aと表すことができる。

3

⑻　

上の図のように線分ACをひく。

CE
&

 に対する円周角は等しいので，

∠EDC=∠EAC=40° ……①

CD
&

 に対する円周角は等しいので，

∠CED=∠CBD=∠CAD=34° ……②
①，②より，
∠FAD =∠EAC+∠CAD  

=40°+34°  

=74° ……③
AD'BCより，錯

さっ

角
かく

は等しいから，
∠CBD=∠ADB=34° ……④
③，④より，△AFDで，
∠AFD =180°-(∠FAD+∠ADF)  

=180°-(74°+34°)  

=72°
⑴　 初期費用として 3000円かかり，

タオル 1枚につき 100円かかるから，
y=100x+3000

⑵　

A店，B店をグラフで表すと，上のグラ
フのようになる。
A店で 30枚タオルを作ったとき，
グラフから，6500円。
B店で 30枚タオルを作ったとき，
y=100x+3000 に x=30 を代入すると，
y =100#30+3000  

=3000+3000  

B

E

F

A D

C

40°

34°

O

2

（円）

（枚）

12000

10000

8000

6000

4000

2000

O

y

20 40 60 80
x

B店

A店
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x=-6 を①′に代入して，
y=-2-(-6)=4

（x，y）=（-6，4）
⑴　

△ADFと△CFEにおいて，
まず，仮定より，
AD=BE=CF　 ……①
よって，AD=CF ……②
次に，△ABCは正三角形であるから，
内角はすべて等しいので，
∠BAC=∠ACB=60°
よって，∠DAF=∠FCE ……③
さらに，△ABCは正三角形であるから，
3辺の長さはすべて等しいので，
AB=BC=CA ……④
①，④より，
AF=CA-CF=AB-AD ……⑤
CE=BC-BE=AB-AD ……⑥
⑤，⑥より，AF=CE ……⑦
②，③，⑦より，2組の辺とその間の角
が，それぞれ等しいので，
△ADF≡△CFE

　　三角形の合同条件
　　 2つの三角形は，次のそれぞれの場合

に合同である。
　　①　 3組の辺が，それぞれ等しいとき

 

FE

D

CB

A

　　　　AB=DE，BC=EF，CA=FD

4

B
E

F

A

D

C

　 b

ます全体の中央のますに入っている数を b

とすると，9つのますに入っている数の和
は，4a-3b……②と表すことができる。
よって，①，②より，
3a=4a-3b

 a=3b

したがって，1列に並んだ 3つの数の和は，
どの列においても，ます全体の中央のます
に入っている数の 3倍になることがわかる。

⑵　

中央の数を b，左上の数を cとすると，
c+x+y=c+6+(-8) より，
x+y=-2

x+b+2=y+b+(-8) より，
x-y=-10

 ……①
 ……②

x y

x y

2

10

+ =-

- =-
)

①+②　　

x=-6 を①に代入して，
　　-6+y=-2

　　　　 y=4

（x，y）=（-6，4）
（別解）代入法で解くこともできる。
①を yについて解くと，
y=-2-x　……①′
①′を②に代入すると，
x-（-2-x）=-10

　　x+2+x=-10

　　　　  2x=-12

　　　　   x=-6

c x y

6 b

-8 2

)

x y

x y

x

x

2

10

2 12

6

+ =-

+ - =-

=-

=-
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　　　　△DCA=
x
18
△CAB ……③

②，③より，

△FAD=
x x

18
18

18
#

- △CAB ……④

①，④より，

　　 x x
18

18
18 36

5
#

-
=

　　  ( )x x18
36
5

18 18# # #- =

　　　　 18x-x2=45

　　 x2-18x+45=0

　  (x-3)(x-15)=0

　　　　　　　  x=3，15

AD<BD だから，x=15 は問題にあわ
ない。x=3 は問題にあっている。
よって，AD=3 cm

⑴　 大小 2つのさいころの目の出かたは，表
から 36通り。
mが素数となるのは，
(1，1)(1，3)(2，3)(3，1)

(4，1)(4，3)(5，3)(6，1)の 8通り。

よって，求める確率は，
36
8

9
2

=

　　　 1とその数のほかに約数がない自然
数を素数という。1は素数にはふく
めない。

⑵　 大小 2つのさいころの目の出かたは，表
から 36通り。

m  が自然数になるのは，mがある数
の 2乗になっているときだから，
(1，6)(2，5)(3，6)(6，4)の 4通り。

よって，求める確率は，
36
4

9
1

=

5  小
大 1 2 3 4 5 6

1 (1，1) (1，2) (1，3) (1，4) (1，5) (1，6)

2 (2，1) (2，2) (2，3) (2，4) (2，5) (2，6)

3 (3，1) (3，2) (3，3) (3，4) (3，5) (3，6)

4 (4，1) (4，2) (4，3) (4，4) (4，5) (4，6)

5 (5，1) (5，2) (5，3) (5，4) (5，5) (5，6)

6 (6，1) (6，2) (6，3) (6，4) (6，5) (6，6)

　　②　 2組の辺とその間の角が，それぞれ
等しいとき

　　

FE

D

CB

A

　　　　AB=DE，BC=EF，∠B=∠E

　　③　 1組の辺とその両
りょう

端
たん

の角が，それぞ
れ等しいとき

　　

FE

D

CB

A

　　　　BC=EF，∠B=∠E，∠C=∠F

⑵　△ABC：△DEF=12：7 より，
　△ABC：(△FAD+△DBE+△ECF)

=12：(12-7)

=12：5

△FADと△DBEと△ECFは合同だから，

△ABC：△FAD=12：
3
5

=36：5

よって，△FAD=
36
5 △ABC ……①

x cm

18 cm

B
E

F

A

D

C

上の図のように FC=x(cm) とすると，
△DCAで，AF=18-x(cm)

だから，高さが等しいので，
△DCA：△FAD=18：(18-x)より，
　　18#△FAD=(18-x)#△DCA

　　　　△FAD=
x

18
18- △DCA ……②

△CABで，AD=x cm，
DB=18-x(cm) だから，
高さが等しいので，
△CAB：△DCA=18：x より，
　　18#△DCA=x#△CAB
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⑵　 B組，C組それぞれの箱ひげ図を見ると，
B組：最小値は１冊，最大値は 10冊
　　　第 1四分位数は 3.5冊，
　　　第 2四分位数（中央値）は 5冊，
　　　第 3四分位数は 6.5冊
　　　四

し

分
ぶん

位
い

範
はん

囲
い

は，6.5-3.5=3（冊）
Ｃ組：最小値は 0冊，最大値は 9冊
　　　第 1四分位数は 3冊，
　　　第 2四分位数（中央値）は 5冊，
　　　第 3四分位数は 7冊
　　　四分位範囲は，7-3=4（冊）
となる。
四分位範囲を比べると，Ｂ組よりＣ組の
方が大きいので，アは正しいとはいえな
い。
中央値はそれぞれ 5冊なので，イは正し
いといえる。
第 1四分位数は，データを小さい順に並
べた 5番目と 6番目の平均をとった値

あたい

だ
から，B組は 3.5冊，C組は 3冊より，  

必ず 5番目までの人は 3冊以下となるの
で，ウは正しいといえる。
平均値は，箱ひげ図からは読みとること
ができないので，エは正しいとはいえな
い。
よって正しいといえるものは，イ，ウ

⑴　① ヒストグラムより，借りた本の冊数と生
徒の人数を表にまとめると，下の図のよ
うになる。

借りた本の
冊数（冊）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

生徒の人数 1 2 1 2 2 4 3 1 3 1

よって，本の冊数の平均値は，
(0#1+1#2+2#1+3#2+4#2+5#4

 +6#3+7#1+8#3+9#1)'20

=96'20

=4.8（冊）
② ヒストグラムより，最小値は 0冊，最大
値は 9冊ということがわかる。
また，データの個数が 20個だから，
中央値（第 2四分位数）は，

2
5 5

5
+

=（冊）

第 1四分位数は，
2

3 3
3

+
=（冊）

第 3四分位数は， .
2

6 7
6 5

+
= （冊）

よって，対応する箱ひげ図はイ

　　　 データを小さい順に並べ，中央値を境に，
前半部分と後半部分の 2つに分けたとき，
前半部分の中央値を第 1四分位数，デー
タ全体の中央値を第 2四分位数，後半部
分の中央値を第 3四分位数という。

6

・分数の計算では，方程式の場合と間
ま

違
ちが

えて分母をはらってしまわないようにしましょう。
・それぞれの方程式の特

とく

徴
ちょう

をしっかり理解し，様々な解き方ができるようにしておきましょう。
・関数については，式，表，グラフの関係について理解しておくこと。グラフの交点の求め方やグラ
フからの読みとりがスムーズに行えるように確認しておきましょう。
・データの活用では，語句の意味をきちんと確認しておきましょう。
・確率におけるさいころの目の出かたは，間違わないように気をつけましょう。
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